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　今
年
４
月
、
制
度
創
設
25
周
年
を
迎
え
、
四
半
世
紀
の
歴
史
を
紡
い
で
き

た
「
道
の
駅
」。
次
の
四
半
世
紀
に
向
け
て
道
の
駅
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の

論
議
が
全
国
各
地
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
９
月
末
に
は
全
国「
道
の
駅
」

連
絡
会
の
第
７
回
総
会
が
新
潟
県
三
条
市
で
開
催
さ
れ
、
25
周
年
を
節
目
に

同
連
絡
会
の
会
長
を
６
年
務
め
た
初
代
の
本
田
敏
秋
会
長
（
岩
手
県
遠
野
市

長
）
が
退
任
し
、
次
世
代
を
担
う
２
代
目
会
長
に
石
井
裕
千
葉
県
南
房
総
市

長
が
選
任
さ
れ
、
同
連
絡
会
も
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
衣
替
え
を
し
た
。
総

会
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
産
官
学
の
連
携
推
進
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、

全
国
で
模
索
さ
れ
る
道
の
駅
の
近
未
来
の
姿
が
見
え
始
め
た
。

　こ
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
道
の
駅
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
が

目
白
押
し
に
開
催
さ
れ
た
。
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
は
８
月
末
、
道
の
駅
制

度
発
足
25
周
年
記
念
の
『「
道
の
駅
」

地
方
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を
開
き
、

９
月
末
に
は
総
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

栃
木
県
日
光
市
で
関
東
の
「
道
の
駅
サ

ミ
ッ
ト
」（
10
月
１
日
）
／
北
海
道
鹿

追
町
で
「
日
本
風
景
街
道
セ
ミ
ナ
ー
」

（
10
月
13
日
）
／
福
島
県
三
島
町
で
周

辺
６
カ
所
の
道
の
駅
合
同
の
「
地
方
創

生
セ
ミ
ナ
ー
」（
11
月
６
日
）
／
新
潟

県
三
条
市
で
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」（
11

月
30
日
）
と
続
い
た
。
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
熱
い
論
議
の
中
に
道
の
駅
の
近
未
来

が
垣
間
見
え
る
。そ
の
多
く
に
全
国「
道

の
駅
」
連
絡
会
や
本
紙
も
関
わ
っ
た
。

＝
３
、
4
面
、
８
～
９
面
で
詳
報

　中
で
も
期
待
さ
れ
る
の
が
「
防
災
セ

ミ
ナ
ー
」
で
あ
る
。
道
の
駅
が
災
害
に

際
し
て
「
防
災
拠
点
」
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
し
、
注
目
さ
れ
た
の
は
２
０
０

４
（
平
成
16
）
年
10
月
の
新
潟
県
中
越

地
震
（
最
大
震
度
7
）
だ
。
被
災
住
民

や
道
路
利
用
者
が
道
の
駅
に
続
々
と
詰

め
か
け
、
臨
時
避
難
所
や
救
援
部
隊
の

基
地
に
な
っ
た
。
道
の
駅
の
役
割
や
人

と
道
、
道
の
駅
を
繋
ぐ
報
道
の
重
要
性

を
痛
感
し
た
本
紙
が
、
そ
の
状
況
を
報

じ
て
道
の
駅
の
防
災
機
能
が
注
目
さ

れ
、
本
紙
創
刊
の
契
機
と
な
っ
た
。

　新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
来
年
は
15
年

見えて来た近未来の道の駅

産官学の連携推進　各地で「防災セミナー」開催

近未来の道の駅� １面
道の駅でシンポジウム� ２～４面
列島保全への課題� ６面
日本風景街道　� 10 〜 11 面
道の駅診断� 12 面
読者の声／パズル／プレゼント� 14 〜 15 面
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

の
節
目
を
迎
え
る
。
全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
と
本
紙
が
協
働
し
て
来
年
か

ら
、
防
災
に
関
心
を
持
つ
全
国
の
道
の

駅
を
巡
回
す
る
リ
レ
ー
式
「
防
災
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。
新
潟
県
三
条
市

の
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
そ
の
皮
切
り

で
、
近
未
来
の
道
の
駅
の
あ
り
方
の
一

つ
に
な
れ
ば
と
願
う
。

　国
土
交
通
省
も
こ
の
ほ
ど
、
地
域
創

生
の
核
と
な
る
「
道
の
駅
」
の
優
れ
た

取
り
組
み
を
応
援
す
る
た
め
、重
点「
道

の
駅
」
の
企
画
提
案
を
募
集
し
た
。
道

の
駅
が
地
方
創
生
実
現
の
有
力
な
手
段

と
し
、
地
方
創
生
や
地
域
活
性
化
の
拠

点
形
成
を
目
指
す
道
の
駅
新
設
や
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
企
画
を
公
募
、
次
世
代
の
道

の
駅
を
応
援
す
る
。

全
国
連
絡
会
会
長
も
２
代
目
に

西
・
奥
会
津
の
６
カ
所
の
道
の
駅
が
合
同
で
開
催
し
た
「
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」。
周
辺
自
治
体
の
首
長

ら
と
６
駅
長
（
前
列
）
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
地
域
の
発
展
に
向
け
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
と
気
勢
を
挙
げ
た

＝
福
島
県
三
島
町
で
、
11
月
６
日

玉村宿
筑井俊光駅長

　毎朝採りの地元野菜や加工品、群馬

群馬県玉村町上新田 604-1
国道 354 号　TEL.0270-27-6688

県食肉卸売市場直送の新鮮なお肉が豊富にそ
ろっています。売店では、手作りのコロッケや
メンチが揚げたてで食べられます。お食事処で
は、上州麦豚を使ったかつ丼や生姜焼き定食、
最近人気の軍配山ラーメンなどがあります。

うしぶか海彩館
峠美弥子駅長

　牛深海域公園の牛深港に面し、四季

熊本県天草市牛深町 2286-116
国道 266 号　TEL.0969-73-3818

折々の海の香りを肌で感じながら、「うまかもん」
を食し、買い、見ることが出来る駅です。見上げ
ると海上に浮かぶ牛深ハイヤ大橋が、昼は雄大に
…夜は神秘的に…繊細な自然の風景に溶け込む様
も、「宝島天草」の魅力となっています。

パレットピアおおの
宇佐美晃三駅長

　本年7月オープンした県内最大級の道

岐阜県大野町下磯 313-2
県道岐阜関ヶ原線  TEL.0585-34-1001

の駅。地元産にこだわった農産物直売所やレスト
ラン、焼きたてパン、デリ・スイーツなどが人気
です。また、直径約60ｍの屋根付回廊と一体の「ふ
わふわ広場」は思わず寝転びたくなり、木の温も
りを感じられる子育て支援施設もあります。
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　第
７
回
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
総
会
が
９
月
27
日
、
新
潟
県
三
条
市
の
道
の
駅
「
燕
三
条
地
場
産
セ

ン
タ
ー
」
で
開
か
れ
た
。
設
置
自
治
体
の
首
長
や
道
の
駅
の
駅
長
ら
関
係
者
約
８
０
０
人
が
出
席
、
前

年
の
総
会
で
基
本
合
意
さ
れ
た
連
絡
会
の
法
人
化
に
向
け
、
来
年
３
月
ま
で
に
定
款
を
策
定
し
て
４
月

に
法
人
を
設
立
―
―
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
の
連
絡
会
結
成
時

か
ら
６
年
に
わ
た
っ
て
会
長
を
務
め
、
全
国
の
「
道
の
駅
」
連
携
の
土
台
を
築
い
た
本
田
敏
秋
会
長
（
岩

手
県
遠
野
市
長
）
が
勇
退
し
、
千
葉
県
南
房
総
市
の
石
井
裕
市
長
に
会
長
職
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

会
長
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

初
代
本
田
氏
か
ら
二
代
目
石
井
氏
へ

　道
の
駅
の
登
録
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
25
年
。
道
の
駅
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
活
動
を
支
援

す
る
と
い
う
全
国
連
絡
会
の
業
務

が
、
法
人
化
に
よ
り
さ
ら
に
充
実

し
、
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
の

「
道
の
駅
」
の
機
能
強
化
が
期
待

さ
れ
る
。

　連
絡
会
総
会
と
、
総
会
を
記
念

し
て
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

連
絡
会
を
核
に

　本
田
会
長
が
築
い
て
く
だ
さ
っ

た
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
基

礎
、
基
本
方
針
を
受
け
継
ぎ
、
来

年
度
に
向
け
た
法
人
化
が
大
き
な

仕
事
で
す
。
全
国
１
１
０
０
カ
所

以
上
に
な
り
、
地
域
性
や
経
営
形

態
も
異
な
る
道
の
駅
。
等
し
く
満

一
致
団
結
し
て

　法
人
化
の
テ
ー
ブ
ル
が
整
っ
た

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
会
長
交
代
を

考
え
ま
し
た
。
次
世
代
の
道
の
駅

を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
若
い
会
長

に
後
を
託
せ
て
安
心
し
て
い
ま
す
。

「
出
会
い
」
と
「
人
」
に
恵
ま
れ

た
会
長
職
、
感
謝
、
感
謝
で
す
。

議
論
を
踏
ま
え
て
採
択
さ
れ
た

「
三
条
宣
言
」
で
は
「
法
人
化
に

向
け
て
体
制
強
化
を
図
り
、『
道

の
駅
』
が
地
域
活
性
化
・
地
方
創

生
の
拠
点
と
し
て
、
防
災
、
福
祉
、

観
光
、
産
業
等
の
機
能
や
役
割
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
」
と
、
連
絡

会
と
し
て
の
決
意
を
表
明
。

　「次
の
時
代
に
向
け
て
、
全
国

の
『
道
の
駅
』
や
関
係
す
る
方
々

足
し
て
も
ら
え
る
組
織
に
す
る
の

は
至
難
で
す
が
、
道
の
駅
の
中
核

と
し
て
確
固
と
し
た
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
全
力
投
球
し
ま
す
。

　道
の
駅
制
度
も
25
周
年
。
災
害

時
の
防
災
機
能
や
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
な
ど
多
様
化
し
て
き
ま
し

た
。
最
近
は
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
健
康
増
進
や
子
育
て
支
援
で
地

　６
年
間
会
長
を
務
め
ま
し
た

が
、
２
０
１
５
年
に
『「
道
の
駅
」

に
よ
る
地
方
創
生
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
』
が
第
７
回
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
大
賞
を
受
賞
し
、
公
的
施
設

の
大
賞
受
賞
は
初
め
て
だ
そ
う
で

驚
き
ま
し
た
。
前
年
に
は
公
益
社

団
法
人
発
明
協
会
か
ら
「
戦
後
日

本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
１
０
０

と
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ
、『
道
の

駅
』
を
一
層
進
化
さ
せ
て
い
く
」

こ
と
を
確
認
し
た
。

　ま
た
、
法
人
化
後
初
と
な
る
次

回
の
全
国
大
会
は
、
来
年
秋
に
香

川
県
宇
田
津
町
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

　屋
外
で
は
、
北
陸
３
県
か
ら
17

の
道
の
駅
な
ど
が
特
産
品
を
販
売

す
る
「
道
の
駅
ま
つ
り
in
三
条
」

も
開
か
れ
、
地
元
住
民
ら
大
勢
が

詰
め
か
け
て
に
ぎ
わ
っ
た
。

方
創
生
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
動

き
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　人
気
上
昇
に
伴
っ
て
地
域
間
競

争
も
激
し
く
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
壁
に
ぶ
つ
か
り
経
営
に
悩

ん
で
い
る
駅
も
あ
り
ま
す
。
多
機

能
化
し
て
き
た
と
は
い
え
、
各
駅

が
す
べ
て
の
要
望
に
こ
た
え
ら
れ

る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
道
の
駅

が
繁
盛
し
て
も
、
地
域
の
競
合
す

る
民
間
事
業
者
を
衰
退
さ
せ
て
は

と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　地
域
の
知
恵
と
努
力
を
結
集

し
、
よ
そ
に
は
な
い
特
色
を
生
か

す
方
向
を
目
指
す
の
が
王
道
で

す
。
ど
の
道
の
駅
で
も
人
々
が
生

き
が
い
や
誇
り
を
持
っ
て
働
き
、

来
訪
者
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
子
育

て
世
代
や
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て

文
化
活
動
も
楽
し
め
る
よ
う
、
連

絡
会
を
核
に
調
査
、
企
画
や
研
修

を
促
進
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

選
」
に
も
「
道
の
駅
」
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。
道
の
駅
関
係
者
全
て

の
皆
さ
ん
の
努
力
の
賜
で
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
て
幸
せ
で
し
た
。

　道
の
駅
25
周
年
の
記
念
に
昨

年
、
道
の
駅
の
す
べ
て
が
分
か
る

『
教
科
書
「
道
の
駅
」』
を
刊
行
し

ま
し
た
。
法
人
と
な
る
来
年
４
月

以
降
に
は
、
改
訂
版
が
一
般
販
売

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　連
絡
会
の
会
員
は
全
員
が
道
の

駅
設
置
自
治
体
の
首
長
さ
ん
。
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
お
持
ち
で
す

が
、
道
の
駅
の
発
展
と
自
治
体
の

自
立
を
願
う
心
は
皆
同
じ
で
、
一

致
団
結
で
き
ま
し
た
。
各
自
治
体

が
道
の
駅
を
通
し
て
連
携
し
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
こ
と
は
絶
大
な

力
に
な
り
ま
す
。
こ
の
力
を
結
集

す
れ
ば
、
道
の
駅
は
地
方
創
生
の

核
に
な
れ
ま
す
。
今
後
も
道
の
駅

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

全国「道の駅」連絡会総会

本田敏秋初代会長石井裕新会長

三条宣言を読み上げる國定三条市長と
各ブロック道の駅連絡会の会長たち

総会で来賓挨拶する池田豊人国土交通省道路局長

青洲の里
城口豊駅長

　世界で初めて全身麻酔による乳ガン

和歌山県紀の川市西野山 473
県道中尾名手市場線　TEL.0736-75-6008

摘出手術に成功した医聖華岡青洲の偉業をたた
える顕彰施設でもあり、市の食育拠点としても
注目されています。館内にあるバイキングレス
トランでは野菜料理が大人気です。秋には「青
洲まつり」、新春には「七草粥まつり」を開催。

うわじま きさいや広場
松廣大士支配人

　柑橘を代表とする農産物、宇和海の

愛媛県宇和島市弁天町 1-318-16
国道 320 号　TEL.0895-22-3934

鮮魚、宇和島じゃこ天など宇和島の特産品が勢揃
い。フードコートでは郷土料理「宇和島鯛めし」
を味わえます。また、西日本唯一、北海道のチョ
コレートメーカー「ロイズ」の通年販売店です。
港に隣接し「みなとオアシス」も兼ねています。

大館能代空港
工藤敏弘駅長

　世界遺産「白神山地」や十和田八幡平

秋田県北秋田市脇神からむし岱 21-144
県道 324 号　TEL.0186-62-5330

国立公園への拠点。航空機の離発着が楽しめ、秋田
犬に出合うことができる道の駅で、毎月 8 の日午
前は秋田犬とふれあうことができ、それ以外の日も
人気のぬいぐるみとオブジェがお迎えします。屋外
には犬専用トイレもあり、愛犬家の人気抜群です。

　全国「道の駅」連絡会は、本日ここ新潟県三条市において、全国「道の駅」連
絡会総会・シンポジウムｉｎ三条を開催しました。

　平成５年に道路の休憩、情報発信、地域連携の３つの機能を持つ施設として創
設された「道の駅」は、現在、全国で１，１４５駅が登録されており、地方創生
の拠点として、その役割は益々多様化しています。

　平成１６年に新潟県中越地方を襲った新潟県中越地震を契機に「道の駅」は、
防災拠点としての役割が注目され、近年は、高齢者や子育て世代への福祉機能や
地域観光機能を担うなど、地域活性化及び観光立国の推進役として、大きく発展
してきました。

　シンポジウムでは、制度創設２５周年を迎えた「道の駅」と地域産業が連携し
たこれからの観光や産業振興のあり方について、議論を深めました。
　地域の特色ある産業と地域観光、「道の駅」が連携した取り組みとして、「道の
駅」が地域のゲートウェイとなって、製品の製造見学や体験などのイベントのほ
か、６次産業化・地産地消を取り組む中で、来訪者も大幅に増えております。
　また近年、「道の駅」においても外国人観光客が大幅に増加しており、免税店
やＪＮＴＯ認定外国人観光案内所の拡大等、より一層のインバウンド対応の必要
性が示されました。

　更には、多発する地震や豪雨、台風などの様々な自然災害に対して、「道の駅」
が避難所や災害支援の拠点として機能するなど、社会インフラとして重要な役割
を果たしており、「道の駅」が地域や「道の駅」相互で連携し、地域の「安全・安心」
に寄与することの重要性を改めて認識しました。

　私たち全国「道の駅」連絡会は、来年度の法人化に向けて体制強化を図り、「道
の駅」が地域活性化・地方創生の拠点として、防災、福祉、観光、産業等の機能
や役割をさらに発展させると共に、次の時代に向けて、全国の「道の駅」や関係
する方々と互いに手をつなぎ、「道の駅」をより一層進化させていくことを、こ
こに宣言します。
 平成 30 年 9 月 27 日　　
 全国「道の駅」連絡会　　

地域観光機能を担うなど、地域活性化及び観光立国の推進役として、大きく発展

　シンポジウムでは、制度創設２５周年を迎えた「道の駅」と地域産業が連携し
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全国「道の駅」連絡会総会・シンポジウム in 三条
三条宣言
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　「道
の
駅
」
の
将
来
像
を
考
え
る
「
全
国
『
道
の
駅
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
三
条
」（
主
催
：
全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
、
新
潟
県
三
条
市
）
が
９
月
27
日
、
新
潟
県
三
条
市
の
道
の
駅
「
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー
」
で
開

か
れ
た
。
自
治
体
や
道
の
駅
関
係
者
、
道
の
駅
フ
ァ
ン
ら
約
１
３
０
０
人
が
来
場
、
地
場
産
業
や
観
光
事
業

を
活
性
化
す
る
た
め
、
地
域
の
魅
力
を
道
の
駅
か
ら
ど
う
発
信
し
て
い
く
か
、
な
ど
の
論
議
に
耳
を
傾
け
た
。

技
術
の
高
さ
ア
ピ
ー
ル
が
重
要

全国『道の駅』シンポジウム in 三条
　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
第
７
回
全

国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
総
会
の
記

念
事
業
で
、
座
談
会
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
二
部
構
成
。

　第
一
部
の
座
談
会
に
は
、
刃
物

や
工
具
、
洋
食
器
な
ど
の
全
国
有

数
の
産
地
・
燕
三
条
地
域
で
２
０

　第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
「
道
の
駅
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
策
と
新
し
い
観
光
の

あ
り
方
」
が
テ
ー
マ
。

　田
中
幹
夫
富
山
県
南
砺
市
長
、

山
辺
芳
宣
石
川
県
羽
咋
市
長
、
旅

行
業
界
か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
の
楓
千
里
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
マ
ス
コ
ミ
か

ら
テ
レ
ビ
新
潟
放
送
網
の
堀
井
宏

悦
氏
が
登
壇
。
石
田
東
生
筑
波

大
学
名
誉
教
授
（
日
本
み
ち
研

究
所
理
事
長
）
が
進
行
役
を
務

１
３
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
工

場
の
祭
典
」
で
実
行
委
員
長
を
務

め
る
山
田
立
氏
、
富
山
県
高
岡
市

で
伝
統
の
鋳
造
技
術
を
テ
ー
ブ
ル

ウ
エ
ア
や
イ
ン
テ
リ
ア
作
り
に
生

か
し
て
い
る
株
式
会
社
「
能
作
」

の
能
作
千
春
取
締
役
産
業
観
光
部

切
さ
だ
っ
た
。

　「よ
り
良
い
も
の
を
よ
り
安
く
」

で
世
界
を
席
捲
し
て
き
た
日
本
製

品
。
し
か
し
、
中
国
や
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
の
商
品
が
市
場
に
参
入

し
、
価
格
競
争
で
は
勝
て
な
く
な

っ
て
い
る
。
國
定
市
長
は
「
１
０

０
円
の
製
品
を
１
万
人
に
販
売
す

る
の
で
は
な
く
、
１
万
円
の
商
品

を
１
０
０
人
に
販
売
し
て
い
く

こ
と
が
、
結
果
と
し
て
日
本
の

産
業
を
持
続
さ
せ
る
」
と
述
べ
、

「m
ade in japan

」
の
品
質
の

高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
の
意

義
を
指
摘
し
た
。

　山
田
氏
は
日
本
製
品
の
よ
さ
、

海
外
製
品
と
の
違
い
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
努
力
の
大
切
さ
を
強

調
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国

人
）
も
含
め
訪
れ
る
人
た
ち
に
製

造
現
場
を
見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

伝
え
た
い
「
い
い
モ
ノ
」「
い
い
コ
ト
」

地域の魅力どう発信

て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
工
場
の
祭

典
」
に
昨
年
、
足
を
運
ん
だ
観
光

客
は
４
日
間
で
５
万
３
０
０
０
人

余
り
。「
燕
三
条
の
技
術
力
の
高

さ
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
見
せ
方

も
含
め
た
工
夫
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　大
正
５
年
創
業
の
伝
統
の
技
術

力
で
築
い
た
技
法
で
錫
（
す
ず
）

製
品
を
中
心
に
手
掛
け
る
能
作
氏

の
指
摘
も
、
生
産
現
場
を
外
に
開

い
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
。「
工

場
を
見
て
い
た
だ
く
と
製
品
の
本

当
の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
え
、

お
客
さ
ん
も
納
得
し
て
購
入
し
て

く
れ
る
」。
生
産
現
場
を
見
て
も

ら
っ
て
製
品
を
販
売
す
る
「
産
業

観
光
」
の
効
果
を
強
調
し
た
。

　課
題
は
「
産
業
観
光
」
に
道
の

駅
を
ど
う
生
か
す
か
。
道
の
駅
が

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
國
定

市
長
は
「
工
場
の
祭
典
は
年
に
４

日
間
。
残
り
３
６
１
日
の
情
報
発

信
は
道
の
駅
に
期
待
で
き
る
」
と

し
、「
道
の
駅
は
モ
ノ
づ
く
り
の

価
値
を
伝
え
て
い
く
基
盤
に
な
り

う
る
。
道
の
駅
が
果
た
す
役
割
は

さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　高
齢
化
が
進
ん
で
人
や
物
の
移
動
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
中
山
間
地
域
。
そ
の
暮
ら
し
の
足
を
確
保
す

る
た
め
、
道
の
駅
を
拠
点
に
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
を

実
用
化
さ
せ
る
た
め
の
長
期
実
証
実
験
が
、
福
岡
県

み
や
ま
市
の
道
の
駅
「
み
や
ま
」
周
辺
な
ど
で
始
ま

っ
た
。
こ
の
１
～
２
年
、
試
行
的
な
短
期
の
実
証
実

験
を
各
地
で
行
っ
た
が
、
今
回
は
実
際
の
導
入
へ
向

け
た
最
終
段
階
に
近
い
本
格
的
な
実
験
だ
。
採
算
性

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
処
法
を
探
り
、
２
０

２
０
年
ま
で
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　長
期
実
証
実
験
は
「
み
や
ま
」
で
11
月
初
め
に
ス

タ
ー
ト
。
続
い
て
長
野
県
伊
那
市
の
道
の
駅｢

南

ア
ル
プ
ス
む
ら
長
谷｣

、
秋
田
県
上
小
阿
仁
村
の
道

の
駅｢

か
み
こ
あ
に｣

が
来
年
２
月
ま
で
１
～
２

カ
月
の
日
程
で
行
う
。
周
辺
地
区
の
住
民
を
道
の
駅

や
役
場
支
所
、
診
療
機
関
、
小
学
校
、
福
祉
施
設
な

ど
へ
送
迎
、
農
産
物
出
荷
な
ど
の
利
用
が
始
ま
っ
て

い
る
。

　い
ず
れ
も
中
山
間
地
域
に
お
け
る
自
動
運
転
の
課

題
検
討
の
た
め
昨
年
度
、
国
土
交
通
省
が
数
日
間
実

証
実
験
を
し
た
13
カ
所
の
道
の
駅
周
辺
地
域
。
こ
の

ほ
ど
栃
木
県
の
道
の
駅
「
日
光
」
で
開
か
れ
た
道
の

駅
サ
ミ
ッ
ト
（
４
面
参
照
）
で
の
同
省
発
表
に
よ
る

と
、
計
１
４
０
０
人
が
参
加
し
延
べ
２
２
０
０
㌔
㍍

を
走
行
し
た
結
果
、
目
標
の
２
０
２
０
年
の
完
全
自

動
運
転
（
レ
ベ
ル
４
）
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
走
行
空
間
の
確
保
や
施
設
整

備
、
支
援
策
な
ど
長
期
間
の
実
証
実
験
と
対
策
検
討

が
必
要
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　こ
の
た
め
学
識
者
ら
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
討
議

を
受
け
、
中
山
間
地
域
の
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
用

化
に
は
、
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
も
求
め
、

地
域
の
実
情
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
あ
り

方
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。
国
交
省
は
今
年
度
中

に
他
の
数
カ
所
で
も
実
験
を
予
定
し
て
い
る
。

　自
動
運
転
の
実
用
化
は
、
世
界
の
先
進
国
が
激
し

い
先
陣
争
い
を
し
て
い
る
。
わ
が
国
も
新
成
長
戦
略

の
重
要
な
柱
と
し
て
お
り
、
関
係
省
庁
参
加
の
内
閣

府
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ

Ｉ
Ｐ
）と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
、

こ
の
実
験
も
そ
の
一
環
に
位
置
付
け
て
い
る
。

國定勇人三条市長の進行で地場産
業と観光を結び付けようと座談会

道
の
駅
ま
つ
り
in
三
条
も
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た

め
た
。

　田
中
、
山
辺
両
市
長
は
「
道
の

駅
」
が
地
域
活
性
化
に
果
た
す
役

割
の
大
き
さ
を
強
調
し
た
。

　田
中
市
長
は
、
伝
統
の
逸
品
を

手
作
り
で
き
る
道
の
駅「
た
い
ら
」

の
「
和
紙
手
す
き
体
験
」、
木
彫

り
の
町
の
技
を
生
か
し
た
道
の
駅

「
井
波
」
の
「
ぐ
い
吞
み
作
り
体

験
」
な
ど
、
南
砺
市
の
道
の
駅
の

取
り
組
み
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、

＜

モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ＞

と
変
わ

り
つ
つ
あ
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
道
の
駅
の
役
割
の
大
切

さ
を
指
摘
し
た
。

　山
辺
市
長
は
道
の
駅
の
ブ
ラ
ン

ド
力
、
発
信
力
の
大
き
さ
に
言

及
。「
自
然
栽
培
の
聖
地
・
羽
咋

か
ら
『
い
い
食
材
』
を
お
届
け
す

る
」
方
針
で
運
営
し
て
き
た
道
の

駅
「
の
と
千
里
浜
」
は
、
日
本
海

に
臨
む
延
長
８
㌔
㍍
の
砂
浜
ハ
イ

ウ
エ
ー
を
利
用
す
る
観
光
客
が
次

々
と
訪
れ
、
昨
年
の
オ
ー
プ
ン
初

年
か
ら
見
込
み
を
大
き
く
上
回
る

売
り
上
げ
を
達
成
し
た
と
い
う
。

　旅
行
業
界
か
ら
今
後
の
道
の
駅

が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
楓

氏
は
、
訪
日
外
国
人
の
消
費
額
が

２
０
１
７
年
に
は
４
兆
４
１
６
２

億
円
に
達
し
た
、
と
指
摘
。
こ
の

巨
大
な
消
費
活
力
を
道
の
駅
を
通

じ
て
、
ど
う
地
方
に
も
た
ら
す
か

が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
、
と

述
べ
た
。

　テ
レ
ビ
新
潟
放
送
網
の
堀
井
氏

は
、
道
の
駅
を
扱
う
記
事
の
量
が

20
年
前
に
比
べ
て
読
売
新
聞
で
約

40
倍
に
増
え
た
こ
と
を
指
摘
。「
道

の
駅
が
果
た
す
多
様
な
役
割
を
メ

デ
ィ
ア
も
気
づ
き
始
め
た
」と
し
、

「
自
治
体
と
も
連
携
し
て
道
の
駅

は
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て

来
場
者
を
増
や
し
、
地
方
創
生
に

つ
な
げ
た
い
」
と
語
っ
た
。

暮らしの足を確保へ　道の駅拠点に自動運転の実験相次ぐ

「
み
や
ま
」実
用
化

目
指
し
長
期
実
験

長
が
登
壇
、
主
催
自

治
体
の
國
定
勇
人
三

条
市
長
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
務
め

た
。　３

人
が
力
説
し
た

の
は
、
地
場
産
業
と

観
光
を
結
び
つ
け

「
モ
ノ
づ
く
り
技
術
」

の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
の
重
要
性

と
、
情
報
発
信
の
窓

口
と
し
て
道
の
駅
を

活
用
す
る
こ
と
の
大
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　四季折々の田園風景や一級河川大野

大分県豊後大野市三重町宮野 2791-1
国道 326 号　TEL.0974-24-0010

川を望める高台にあり、絶景「江内戸の景」は、
夕日スポットとしても有名。県の農産物安心おお
いた直売所に認定され、安全安心で新鮮な地元野
菜は旬を感じられます。味のレストラン街では、
テイクアウトを含む5店舗がお待ちしています。

おがわ
染野隆嗣駅長

　日本一美しい北アルプスの大パノラ

長野県小川村高府 2415-1
主要地方道長野大町線　TEL.026-269-3582

マを望む小川村は、「日本で最も美しい村」連合
に加盟し、「にほんの里100選」などにも選ばれ
る景観の美しい所です。来春にリニューアルオー
プンを控え、地元農産物やおやきなどの特産品、
観光の発信地としてさらなる成長を目指します。
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特別対談で語る大石久和氏（右）と藤井聡氏

産官学連携などを論議したトークセッション

徳
山
日
出
男
氏

水
野
宏
治
氏

応
、
災
害
情
報
発
信
な
ど
の
機
能

充
実
が
望
ま
れ
て
い
る
。
困
っ
た

と
き
に
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
れ
る

よ
う
、
セ
コ
ム
は
全
面
的
に
協
力

し
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

　東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
の
磯

田
賢
営
業
企
画
部
部
長
は
「
道
の

駅
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
の

舞
台
に
な
る
。
挑
戦
す
る
人
の
背

中
を
押
す
企
業
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
連
携
の
仕
方
が
あ
る
か
考
え

て
い
き
た
い
」。
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の

ト
イ
レ
・
洗
面
事
業
部
の
中
村
祥

一
担
当
部
長
も
「
道
の
駅
で
ト
イ

レ
環
境
の
整
備
は
非
常
に
重
要
。

４

　道
の
駅
の
広
域
連
携
に
よ
る
新

た
な
地
域
間
交
流
・
活
性
化
を
め

ざ
す
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
光
市
・
日

立
市
・
箱
根
町

　道
の
駅
サ
ミ
ッ

ト
」
が
10
月
、
栃
木
県
の
道
の
駅

「
日
光
」
で
開
か
れ
た
。

　大
手
旅
行
情
報
誌「
じ
ゃ
ら
ん
」

が
実
施
し
た
利
用
者
満
足
度
調
査

「
関
東
・
東
北
人
気
道
の
駅
Ｔ
Ｏ

Ｐ
10（
２
０
１
８
年
）」で
、「
日
光
」

「
日
立
お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」「
箱

根
峠
」
が
関
東
の
部
１
～
３
位
と

な
っ
た
の
を
機
に
企
画
さ
れ
た
。

　大
嶋
一
生
日
光
市
長
ら
が｢

道

の
駅
日
光
は
世
界
遺
産
の
社
寺
、

鬼
怒
川
温
泉
の
玄
関
口
に
あ
り
、

観
光
面
は
も
ち
ろ
ん
、
国
の
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
拠
点

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
本

田
敏
秋
会
長
が
「
地
域
の
課
題
解

決
や
災
害
時
の
活
動
拠
点
に
な
る

な
ど
、
道
の
駅
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
増
え
て
き
た
。
自
治
体
等
と

連
携
し
て
地
方
創
生
に
寄
与
で
き

る
よ
う
、
道
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
よ
り
強
固
に
し
た
い
」
と
挨

拶
。
国
交
省
の
池
田
豊
人
道
路
局

長
も
「
道
の
駅
は
地
域
の
生
活
を

多
く
の
避
難
場
所
や
活
動
拠
点
で

衛
生
的
な
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う

尽
力
し
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
抱
負
を
語
っ
た
。

　国
交
省
道
路
局
の
西
川
昌
弘
国

道
事
業
調
整
官
が
「
新
し
い
発
想

で
各
機
能
を
よ
り
高
度
化
し
て
い

く
た
め
に
は
、
産
官
学
の
連
携
が

と
て
も
重
要
に
な
る
。
近
年
、
と

り
わ
け
防
災
機
能
の
充
実
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
防
災
拠

点
と
し
て
道
の
駅
の
環
境
を
整
え

る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援

し
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

に
も
認
定
さ
れ
地
域
振
興
の
核
と

な
っ
て
い
る
。
３
駅
は
所
在
県
も

特
色
も
異
な
る
が
、
人
気
駅
と
し

て
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い

魅
力
を
発
揮
で
き
る
の
で
は
」
と

挨
拶
し
た
。

　基
調
講
演
で
は
、「
道
の
駅
と

地
域
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
政
策
研

究
大
学
院
大
学
教
授
（
元
国
土
交

通
事
務
次
官
）
の
徳
山
日
出
男
氏

が
「
道
の
駅
は
市
民
活
動
な
ど
を

参
考
に
旧
建
設
省
が
道
路
審
議
会

の
検
討
や
社
会
実
験
を
経
て
道
路

政
策
を
変
え
る
試
み
の
一
環
と
し

て
制
度
化
し
た
。
当
初
は
道
路
利

用
者
へ
の
休
憩
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
主
と
な
っ
て
い
た
が
、
地
域
の

特
色
あ
る
産
品
販
売
や
隠
れ
た
魅

力
あ
る
観
光
、
文
化
ア
ピ
ー
ル
な

ど
多
様
化
で
国
民
的
人
気
を
高

め
、
各
地
で
大
い
に
地
域
振
興
に

貢
献
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、

発
祥
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
幅
広
い

視
点
か
ら
解
説
。

　今
後
の
方
向
と
し
て
「
画
一
化

さ
れ
ず
地
元
一
体
の
シ
ス
テ
ム
で

活
動
し
て
お
り
、
も
っ
と
発
展
す

る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
熱
心

な
道
の
駅
フ
ァ
ン
の
活
用
も
含
め

て
、
利
用
者
の
意
向
に
き
め
細
か

く
対
応
し
、
衆
知
を
集
め
て
多
様

な
連
携
を
進
め
、
さ
ら
な
る
発
展

を
遂
げ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　続
い
て
国
土
交
通
省
道
路
局
企

画
課
評
価
室
長
の
水
野
宏
治
氏

が
「
道
の
駅
の
近
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
特

に
、
道
の
駅
を
中
心
と
す
る
中
山

間
地
13
カ
所
で
進
め
て
い
る
自
動

運
転
実
証
実
験
の
目
的
に
つ
い
て

「
地
方
は
高
齢
化
、
過
疎
化
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
商
業
機
能

も
衰
退
し
て
い
る
う
え
、
交
通
の

便
も
悪
く
な
っ
て
満
足
な
日
常
生

活
を
送
れ
な
く
な
っ
て
い
る
地
域

が
多
い
。
自
動
運
転
の
早
期
導
入

で
利
便
性
と
活
気
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
努
め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　こ
の
後
、加
藤
加
代
子
「
日
光
」

駅
長
、
大
内
勇
雄
「
日
立
お
さ
か

な
セ
ン
タ
ー
」
日
立
市
産
業
経
済

部
長
、
山
内
圭
「
箱
根
峠
」
駅
長

に
よ
る
「
道
の
駅
関
東
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３

広
域
連
携
会
議
～
つ
な
が
る
こ
と

で
地
域
を
元
気
に
！
」
と
題
し
た

討
議
。
急
増
し
て
い
る
外
国
人
観

光
客
へ
の
外
国
語
に
よ
る
案
内
、

情
報
提
供
の
充
実
強
化
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
ほ
か
、
東
京
・
大
阪
へ

の
シ
ョ
ッ
プ
開
設
、
通
販
な
ど
で

連
携
を
進
め
て
い
く
方
向
な
ど
を

話
し
合
っ
た
。

近
未
来
あ
る
べ
き
姿
論
議

道
の
駅
の
駅
長
、
民
間
企
業
な
ど
が
参
加

日
光
市
・
日
立
市
・
箱
根
町

３
駅
が
連
携
サ
ミ
ッ
ト

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
道
の
駅
が
制
度
発
足
25
周
年
を
迎
え
た
記
念
事
業
と
し
て
８
月
、

東
京
・
有
楽
町
の
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
で
『「
道
の
駅
」
地
方
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を
開
催
し
た
。

国
土
交
通
省
、
土
木
学
会
、
日
本
道
路
協
会
な
ど
が
後
援
し
、
有
識
者
や
道
の
駅
の
駅
長
、
道
の

駅
に
関
心
を
持
つ
民
間
企
業
な
ど
が
参
加
。
地
域
活
性
化
や
産
官
学
連
携
な
ど
を
テ
ー
マ
に
道
の

駅
の
近
未
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
論
議
し
た
。
有
楽
町
駅
前
広
場
で
は
関
東
、
東
北
の
道
の
駅
や
民

間
企
業
が
ブ
ー
ス
を
出
展
、
特
産
品
を
買
い
求
め
る
通
行
客
ら
で
賑
わ
っ
た
。

道の駅制度発足 25 周年記念シンポ

支
え
る
役
割
が
増
え
て
お
り
、
国

は
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
た
い
。
本

来
の
目
的
を
大
切
に
し
な
が
ら
規

模
を
拡
大
し
、
社
会
に
貢
献
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
第
１
０
５ 

代
土
木
学
会
会
長
の
大
石
久
和
氏

と
内
閣
官
房
参
与
の
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
教
授
の
藤
井
聡

氏
の
特
別
対
談
で
ス
タ
ー
ト
。

　両
氏
は
災
害
が
多
発
す
る
現
状

を
踏
ま
え
、
地
域
活
性
化
に
は
災

害
対
策
が
大
切
と
し
「
暮
ら
し
の

安
全
、
命
を
守
る
に
は
各
地
が
災

害
に
強
く
な
る
必
要
が
あ
り
、
お

金
を
使
っ
て
万
全
の
備
え
を
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
」（
藤
井
氏
）

「
首
都
圏
へ
の
人
口
一
極
集
中
が

問
題
。
道
の
駅
の
発
展
が
地
方
に

移
住
で
き
る
環
境
整
備
に
役
割
を

果
た
せ
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
願

う
」（
大
石
氏
）
と
語
っ
た
。

　駅
長
会
議
に
は
北
海
道
「
石
狩

あ
い
ろ
ー
ど
厚
田
」
の
吉
田
和
彦

氏
／
千
葉
県
「
と
み
う
ら
枇
杷
倶

楽
部
」
の
鈴
木
賢
二
氏
／
新
潟
県

「
マ
リ
ン
ド
ー
ム
能
生
」
の
清
水

靖
博
氏
／
山
形
県
「
い
い
で
」
の

安
達
純
一
氏
が
登
壇
。
経
験
や
実

例
を
披
露
し
な
が
ら
、
地
元
自
治

体
と
の
連
携
の
大
切
さ
や
災
害
時

の
対
応
な
ど
を
報
告
し
た
。
災
害

時
を
想
定
し
て
「
行
政
と
道
の
駅

の
間
で
、
事
前
に
協
定
を
結
ん
で

お
く
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
の
に
効
果

的
」
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

　道
の
駅
の
近
未
来
に
は
「
産
官

学
の
連
携
強
化
が
重
要
」
と
し
て

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

大
学
や
民
間
企
業
が
参
加
。
石
田

東
生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

　跡
見
学
園
女
子
大
学
の
篠
原
靖

准
教
授
は
大
学
と
道
の
駅
の
連
携

に
つ
い
て
「
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
行
き
、
地
域
の
人
と
一

緒
に
課
題
を
解
決
し
た
り
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
地
方
自
治
体
へ
の

就
職
者
が
出
た
こ
と
も
あ
る
。
大

学
が
取
り
組
み
に
参
画
す
る
こ
と

で
、新
た
な
社
会
貢
献
が
で
き
る
」

と
自
信
を
見
せ
た
。

　安
全
・
安
心
・
快
適
・
便
利
に

暮
ら
せ
る「
社
会
シ
ス
テ
ム
産
業
」

の
構
築
を
目
指
す
セ
コ
ム
の
布
施

達
朗
常
務
は
「
道
の
駅
は
防
災
拠

点
と
し
て
災
害
時
の
救
急
医
療
対

匹見峡
藤岡寿駅長

　西中国山地国定公に指定された名峡

島根県益田市匹見町道川イ 65-1
国道 191 号　TEL.0856-58-0477

「匹見峡」入口にあり、四方を紅葉や新緑の美し
い山々に囲まれています。隣接する売店では、地
元野菜や地域の特産品等を提供中。車で15分の
匹見峡温泉「やすらぎの湯」は美人の湯として有
名で、旧割元庄屋「美濃地屋敷」も近くです。

おおつの里
穂積達也駅長

　色鮮やかに香るストック、ボリュー

千葉県南房総市富浦町大津 320　　
県道犬掛館山線　TEL.0470-33-4616

ムある金魚草、可愛いポピーの花摘み体験は、当
「花倶楽部」最大の魅力。スタッフ自ら種まきか
ら手がけた花々は1月上旬から咲き、カーネー
ションやスターチース開花で早春の花摘みシーズ
ン全開です。花摘みは雨天でも安心な全天候型。

伊達の郷りょうぜん
酒井祐一駅長

　「農村と山間に浮かぶ宿場ビストロ」

福島県伊達市霊山町下小国桜町 3-1
国道 115 号　TEL.024-573-4880

をテーマにした「伊達食」がメインの道の駅。新
鮮な野菜や果物、伊達鶏を中心とした料理など伊
達市の美味しいもの「伊達食」に出合えます。他
にもジェラート店や焼き立てパン工房、牛タンや
つきたて餅、うどんの専門店も人気です。

2018 年（平成30 年）12 月 第54号

｢ あなたのポケットに全ての交通を ｣ という
キャッチフレーズで世界を席巻する MaaS」
� （出典：MaaS グローバル）

　移
動
革
命
の
本
命
と
言
わ
れ
、
世
界
中
で
話
題
と
な

っ
て
い
る
「M

aaS: M
obility as a Service(

マ
ー

ス)

」。
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
は
、
従
来
の
自
家
用
車
や
自
転

車
な
ど
の
交
通
手
段
を
モ
ノ
で
提
供
す
る
の
で
は
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
概
念
で
あ
る
。｢

あ

な
た
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
全
て
の
交
通
を｣

と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
世
界
中
で
共
感
を
呼
び
、
ス
マ
ホ
一
つ

で
ル
ー
ト
探
索
か
ら
予
約
、
決
済
ま
で
が
行
え
、｢

移

動
の
所
有
か
ら
利
用
へ｣

を
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

し
て
商
品
化
し
た
、
究
極
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
で
は
、
２
０
１

６
年
に
Ｗ
ｈ
ｉ
ｍ
（
ウ
ィ
ム
）
が
ス
タ
ー
ト
。
18
年
５

月
に
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
同
年
10
月
に
は
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
で
事
業
を
開
始
し
た
。
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定額乗り放題の新移動サービス「MaaS」

U
nlim

ited｣

と
い
う
商
品
は
、月
４
９
９
ユ
ー
ロ
（
約

６
・
５
万
円
）
で
市
内
の
全
て
の
公
共
交
通
機
関
だ
け

で
は
な
く
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
タ

ク
シ
ー
（
５
㌔
㍍
以
内
）
等
が
乗
り
放
題
で
あ
る
。
自

家
用
車
を
保
有
す
る
コ
ス
ト
よ
り
も
低
額
の
価
格
を
設

定
、
定
額
と
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。

　日
本
で
も
安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
の
柱
の
一
つ
と
し

て
今
年
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
高
齢
者
が

一
生
涯
安
心
し
て
移
動
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
な
新
サ
ー

ビ
ス
、
訪
日
外
国
人
の
長
期
間
周
遊
を
促
進
す
る
新

サ
ー
ビ
ス
、「
住
宅
と
移
動
」
や
「
医
療
と
移
動
」
が

一
体
と
な
っ
た
新
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
を
期
待
し
た
い
。

�（
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所
理
事

　
牧
村
和
彦
）

５

　Ｗ
ｈ
ｉ
ｍ
で

は
、
公
共
交
通

機
関
に
加
え

て
、
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
、
レ

ン
タ
カ
ー
、
タ

ク
シ
ー
を
統

合
、
一
つ
の
ア

プ
リ
で
マ
ル

チ
モ
ー
ダ
ル

な
ル
ー
ト
検

索
、
予
約
、
決

済
ま
で
で
き

る
。
ヘ
ル
シ
ン

キ
の｢W

him
 

　四
半
世
紀
の
歴
史
を
紡
い
だ「
道
の
駅
」は
今
後
、ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
す
の
か
。

休
憩
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、
地
域
の
連
携
機
能
を
原
点
と
す
る
道
の
駅
だ
が
、
近
未

来
の
道
の
駅
の
姿
は
、
暮
ら
し
に
関
わ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
あ
る
。
よ
り
楽

し
く
、
よ
り
役
に
立
つ
道
の
駅
へ
の
展
開
に
期
待
が
集
ま
る
。

ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー�

優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス

近
未
来
の

道
の
駅

子育て世代へ支援も

この夏オープンした道の駅「パレットピアおおの」
（岐阜県大野町）のキッズルームは親子で大賑わい

　日
本
が
抱
え
る
大
き
な
問
題

は
、
人
手
不
足
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
人
口
の

減
少
だ
。
大
都
市
圏
へ
の
一
極
集

中
な
ど
で
地
方
の
衰
退
が
著
し

い
。
国
は
地
方
創
生
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
そ
の
拠
点
と
し
て
道
の

駅
が
期
待
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

行
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　多
様
な
ニ
ー
ズ
の
筆
頭
格
は
防

災
機
能
の
充
実
だ
が
、
他
に
も
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
観
光
客
）

対
応
、
大
学
や
産
官
学
と
の
連
携

な
ど
が
あ
る
。
大
切
な
の
は
、
地

域
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
地
方

の
人
口
が
増
え
る
こ
と
だ
。

　そ
れ
に
は
遠
隔
医
療
、
自
動
運

転
、
見
守
り
な
ど
高
齢
者
へ
の
配

　道
の
駅
は
今
年
、
制
度
発
足
か

ら
25
周
年
。
道
路
利
用
者
の
た
め

の
休
憩
施
設
に
留
ま
ら
ず
、
地
域

の
特
産
品
や
観
光
資
源
を
生
か
す

施
設
、
防
災
拠
点
施
設
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
な
ど
、

よ
り
地
域
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た

多
岐
に
わ
た
る
機
能
の
充
実
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
国
土
交
通
省
は
地
方

創
生
や
地
域
活
性
化
の
拠
点
の
形

成
等
を
目
指
し
た
「
道
の
駅
」
の

新
た
な
設
置
、
ま
た
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
等
の
企
画
提
案
を
公
募
し

た
。
ま
た
、優
れ
た
企
画
が
あ
り
、

今
後
重
点
支
援
す
る
こ
と
で
、
効

果
的
な
取
り
組
み
が
期
待
で
き
る

も
の
を
選
定
す
る
。
さ
ら
に
、
計

画
的
な
企
画
検
討
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
、
今
後
は
毎
年
、
公
募
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　優
先
的
に
評
価
す
る
の
は
、
重

点
「
道
の
駅
」
候
補
か
ら
の
企
画

提
案
を
は
じ
め
、
別
表
の
よ
う
な

企
画
提
案
。
有
識
者
の
意
見
を
踏

ま
え
て
10
カ
所
程
度
を
選
定
す
る

予
定
だ
。

　重
点
「
道
の
駅
」
に
対
す
る
支

援
内
容
は
、
ハ
ー
ド
的
な
支
援
と

し
て
道
路
区
域
内
の
駐
車
場
、
休

憩
施
設
、
ト
イ
レ
、
道
路
情
報
提

供
施
設
な
ど
は
、
直
轄
道
路
事
業

や
社
会
資
本
総
合
交
付
金
等
の
重

点
配
分
な
ど
で
国
交
省
が
支
援
。

ソ
フ
ト
的
な
支
援
と
し
て
は
、
自

治
体
・
関
係
機
関
に
よ
る
協
議
会

な
ど
を
設
け
、
複
数
の
関
係
機
関

の
制
度
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
、
と
し
て
い
る
。

　重
点
「
道
の
駅
」
制
度
は
２
０

１
４
（
平
成
26
）
年
に
制
定
さ
れ
、

全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」（
６
カ

所
）、重
点
「
道
の
駅
」（
35
カ
所
）、

重
点
「
道
の
駅
」
候
補
（
49
カ
所
）

を
選
定
。
15
年
に
は
第
２
回
と
し

て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
多
様

な
分
野
に
わ
た
る
38
カ
所
が
選
ば

れ
た
。
ま
た
、
特
定
テ
ー
マ
型
モ

デ
ル
「
道
の
駅
」
も
ス
タ
ー
ト
し
、

16
年
に
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
部
門

（
６
カ
所
）、
17
年
に
は
地
域
交
通

拠
点
（
７
カ
所
）
が
選
定
さ
れ
て

き
た
。

慮
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど

移
住
の
促
進
な
ど
が
課
題
だ
が
、

中
で
も
重
要
な
の
が
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
で
あ
る
。
本
紙
に
も
子

供
連
れ
で
行
っ
た
際
「
困
ら
な
い

よ
う
な
道
の
駅
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
趣
旨
の
投
書
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　幼
い
子
供
を
抱
え
る
子
育
て
世

代
が
家
族
そ
ろ
っ
て
車
で
旅
行
出

来
る
よ
う
に
と
、
国
土
交
通
省
は

９
月
、国
が
整
備
し
た
全
国
の「
道

の
駅
」
に
、
24
時
間
お
む
つ
交
換

や
授
乳
が
出
来
る
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ

ー
を
、
２
０
２
１
年
ま
で
に
整
備

す
る
と
発
表
し
た
。
高
速
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
で
も

同
様
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
今

後
新
設
す
る
道
の
駅
や
Ｓ
Ａ
は
、

ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
標
準
装
備
に

し
、
既
存
の
道
の
駅
や
Ｓ
Ａ
は
、

今
年
度
中
に
対
応
可
能
な
所
か
ら

速
や
か
に
整
備
を
始
め
、
道
の
駅

で
は
概
ね
３
年
以
内
に
１
０
０
％

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　対
象
は
国
交
省
が
整
備
し
た
道

の
駅
２
６
９
カ
所
と
、
各
高
速

道
路
会
社
な
ど
が
管
理
す
る
２

２
０
カ
所
の
Ｓ
Ａ
。
整
備
目
標

は
妊
婦
向
け
の
優
先
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
設
置
や
、
１
枚
か
ら
販

売
す
る
「
お
む
つ
の
ば
ら
売
り
」

な
ど
。
国
交
省
は
「
子
供
用
ト

イ
レ
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に
つ

い
て
も
先
進
事
例
を
共
有
し
な

が
ら
順
次
整
備
を
進
め
る
」
と

し
て
い
る
。

　Ｓ
Ａ
は
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
と
妊

婦
向
け
の
屋
根
付
き
優
先
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
率
が
73
％
と
95

％
、
お
む
つ
の
ば
ら
売
り
も
66
％

だ
。
こ
れ
に
対
し
て
道
の
駅
は
ベ

ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
10
％
、
妊
婦
向
け

優
先
ス
ペ
ー
ス
９
％
、
お
む
つ
の

ば
ら
売
り
も
２
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

重点「道の駅」を公募

3 年ぶりの選定　10 カ所程度の予定

高
速
と
の
連
携
、
子
育
て

応
援
な
ど
を
優
先
に
評
価

優先的に評価する事項
重点「道の駅」候補からの
企画提案

次 世 代 観 光 拠 点 の 形 成
（DMO との連携、インバウ
ンド観光）

風景街道・道守との連携�

高速道路との連携�

子育て応援

小田の郷せせらぎ
酒口強駅長

　地元の木材をふんだんに使用した個

愛媛県内子町寺村 251-1
国道 380 号　TEL.0892-52-3023

性ある建物が目印で、地元でとれた新鮮野菜や果
物、手作り加工品などを販売しています。オリジ
ナル商品「オダメイド」のスイーツやアイスもあ
り、隣接するお食事処「かじか亭」では小田名物

「たらいうどん」をぜひご賞味ください。

すえよし
獅子野雅也駅長

　鹿児島と宮崎の県境近くにあり、大

鹿児島県曽於市末吉町深川 11051-1
国道 10 号　TEL.0986-79-1900

きな「牛の像」が目印です。全国的にも有名な鹿
児島黒牛（A5ランク限定）や鹿児島黒豚、新鮮
な野菜、花等豊富に取り揃えております。レスト
ランのランチバイキングは家庭的な料理を味わえ
ると、遠方からのお客様にも人気スポットです。

笹川流れ
深澤里織駅長

　目の前に広がる海笹川流れは国の名

新潟県村上市桑川 891-1
国道 345 号　TEL.0254-79-2017

勝天然記念物に指定されており、レストランやカ
フェコーナーから青い海や夕日を見ながら食事、
コーヒーを楽しむ事ができます。何といってもオ
ススメは、笹川流れをイメージした濃厚バニラに
ほんのり塩味の日本海ソフトクリームです。
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こ
と
が
分
か
る
。

　太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
前
後
の
時

期
も
、
大
き
な
地
震
や
台
風
が
全

国
各
地
を
襲
い
、
多
数
の
犠
牲
者

が
出
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
非

戦
闘
員
に
対
す
る
無
差
別
な
殺
戮

と
都
市
の
焼
滅
と
い
う
大
被
害
を

受
け
た
人
々
を
、
大
災
害
が
無
情

に
も
襲
っ
た
の
で
あ
る
。

　東
京
・
首
都
圏
に
未
曾
有
の
水

害
を
も
た
ら
し
た
カ
ス
リ
ー
ン
台

風
も
あ
っ
た
。
こ
の
災
害
を
過
去

　地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、

洪
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自

然
災
害
が
頻
発
す
る
国
土
の

上
で
、
私
た
ち
日
本
人
は
暮

ら
し
て
い
る
。
今
年
も
大
阪

府
北
部
地
震
、
平
成
30
年
7

月
豪
雨
、
台
風
第
21
号
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、

大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
っ

て
わ
が
国
は
大
き
な
被
害
を

受
け
た
。

過
去
に
災
害
集
中
期

　わ
が
国
は
繰
り
返
し
自
然
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
時
期
に
よ

っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
大
災
害
が
集

中
す
る
経
験
も
し
て
き
た
。
有
史

以
来
の
地
震
や
噴
火
、
津
波
な
ど

に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
数
の

多
い
も
の
21
を
並
べ
た
の
が
表
１

で
あ
る
。
関
東
大
震
災
を
筆
頭
に

大
変
な
数
の
死
者
が
出
て
き
た

が
、
最
近
の
震
災
も
多
く
、
災
害

は
決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
風
水
害
に

よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
も
同
様

で
、
明
治
以
降
か
ら
戦
後
の
災
害

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　過
去
の
災
害
集
中
期
（
貞
観
年

間
、
鎌
倉
時
代
、
慶
長
年
間
、
元

禄
年
間
、
安
政
年
間
、
太
平
洋
戦

争
敗
戦
前
後
）
の
う
ち
、
貞
観
年

間
（
８
５
９
～
８
７
６
年
）
と
太

平
洋
戦
争
敗
戦
前
後
（
１
９
４
４

～
50
年
）
を
整
理
し
た
も
の
が
、

表
２
・
表
３
で
あ
る
。
東
日
本
大

震
災
で
は
、
こ
の
地
震
は
貞
観
地

震
の
再
来
で
は
な
い
か
と
よ
く
言

わ
れ
た
が
、
貞
観
時
代
に
は
そ
れ

以
外
に
も
多
く
の
災
害
が
あ
っ
た

日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
⑥

列島保全への課題大災害の空白期と奇跡の経済成長

　本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？

　

淡
路
大
震
災
ま
で
生
じ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　こ
の
36
年
間
に
わ
が
国
は
「
奇

跡
の
経
済
成
長
」を
果
た
し
た
が
、

そ
の
成
功
に
は
こ
の
時
期
が
大
災

害
の
空
白
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
。
わ
が
国
の

高
度
経
済
成
長
期
と
、
大
自
然
災

害
の
空
白
期
と
が
重
な
っ
て
い
た

と
い
う
指
摘
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
わ
れ
わ
れ
は
「
大
災
害
頻
発

国
」
に
暮
ら
し
て
い
る
意
識
が
薄

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
心
配
で
あ
る
。

　過
去
に
何
度
も
災
害
集
中
期
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
も

６

最
大
と
想
定
し
て
こ
れ
に
対
応
で

き
る
よ
う
河
川
な
ど
の
整
備
を
進

め
て
い
る
が
、
完
成
の
水
準
に
は

ま
だ
ほ
ど
遠
い
か
ら
、
現
在
で
も

同
規
模
の
台
風
、
豪
雨
が
あ
れ
ば

大
き
な
水
害
が
発
生
す
る
と
言
わ

れ
る
。
最
近
た
ま
た
ま
そ
う
し
た

水
害
に
襲
わ
れ
て
い
な
い
の
に
過

ぎ
な
い
と
の
認
識
が
必
要
だ
。

災
害
集
中
期
に
備
え
る

　図
１
に
示
す
よ
う
に
、
年
間
に

１
０
０
０
人
以
上
の
死
者
行
方
不

明
者
が
出
た
災
害
が
、
１
９
５
９

（
昭
和
34
）
年
の
伊
勢
湾
台
風
の

後
か
ら
95
（
平
成
７
）
年
の
阪
神

大災害頻発国の意識薄く

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？

　に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。

発
行
：
産
経
新
聞
出
版

定
価
：
１
３
０
０
円
＋
税

必
ず
災
害
集
中
期
を
迎
え
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
予
測

の
難
し
い
大
災
害
に
対
し
て
、
い

か
に
被
害
を
少
な
く
す
る
よ
う
に

備
え
て
お
く
の
か
を
、
わ
れ
わ
れ

の
「
生
き
方
の
作
法
」
と
し
て
暮

ら
し
の
基
本
に
据
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

※2014年3月10日現在。震災関連死含む

※図表の出典はいずれも「国土が日本人の謎を解く」

　表1日本の自然災害死者数　（地震・津波・火山編）

順位 災害名 年 死者・
行方不明者数

１ 関東大震災 1923 105,000
２ 明応地震 1498 41,000
３ 鎌倉大地震 1293 23,000
４ 明治三陸地震津波 1896 22,000
５ 東日本大震災 2011 ※ 21,565
６ 宝永地震 1707 20,000
７ 島原大変肥後迷惑 1792 15,000
８ 八重山地震津波 1771 12,000
９ 元禄地震 1703 10,000
10 善光寺地震 1847 8,174
11 安政江戸地震 1855 7,444
12 濃尾地震 1891 7,273
13 阪神淡路大震災 1995 6,473
14 福井地震 1948 3,769
15 会津大地震 1611 3,700
16 昭和三陸地震津波 1933 3,064
17 北丹後地震 1927 2,925
18 三河地震 1945 2,306

19 三陸沿岸及び
北海道東岸地震 1611 2,000 ～ 5,000

20 安政東海地震 1854 2,000 ～ 3,000
21 安政南海地震 1854 数千

　表 2　災害史　貞観年間　　　　　（859 ～ 876 年）
発災日

（西暦） 被災地域 被災状況

地
震

863 年
7 月 10 日

越中・
越後

山崩れ、谷埋まり、水湧き、圧死多数、
直江津付近の小島数島壊滅

868 年
8 月 3 日

兵庫南部・
京都 播磨諸郡の官舎、寺院のことごとく倒壊

869 年
7 月 13 日 三陸沿岸

三陸沖の巨大地震（貞観三陸地震）、城郭、
門櫓など倒壊するもの無数、津波が多賀
城下を襲う、溺死者 1,000 人

風
水
害

860 年
6 月 29 日 京都 長雨による大水

860 年
10 月 7 日 近畿諸国 京都に台風による洪水、諸国に高潮、死

者多数
862 年
5 月 8 日 京都 大雨による洪水、道路遮断

867 年
6 月 13 日 河内 洪水、堤防決壊

871 年
9 月 28 日 京都 大雨による洪水

872 年
8 月 12 日

大和・
因幡 台風による洪水、稲の被害

873 年
9 月 12 日 伊勢 豊受神宮の層門倒壊、殿舎と倉庫が流失

874 年
10 月 12 日
京都大風雨

京都
暴風雨で御所大被害、大小の橋梁残さず流
出、京の集落では激しい水の流入、溺死者
多数、3,000 軒以上が罹災

　表 3　災害史　太平洋戦争敗戦前後（1944 ～ 1950 年）
発災日（西暦） 被災地域 被災状況

地
震

1944 年 12 月 7 日東南海地震 東海道沖 死者・不明者 1,223 人、全壊家屋 17,600 戸、
津波流出 3,100 戸

1945 年 1 月 13 日三河地震 愛知県南部 死者・不明者 2,306 人、全壊家屋 7,200 戸
1946 年 12 月 21 日南海地震 南海道沖 死者 1,330 人、全壊家屋 11,600 戸、津波流出 1,450 戸
1948 年 6 月 28 日福井地震 福井平野 死者 3,769 人、全壊家屋 36,000 戸、焼失 3,900 戸

風
水
害

1945 年 9 月枕崎台風 九州～東北 死者・不明者 3,756 人、全・半壊家屋・流出 88,000 戸
1947 年 9 月カスリーン台風 東海以北 死者・不明者 1,930 人、全・半壊家屋・流出 9,300 戸
1948 年 9 月アイオン台風 四国～東北（特に岩手） 死者・不明者 840 人、全・半壊建物 18,000 戸
1949 年 8 月ジュディス台風 九州、四国 死者・不明者 160 人、全・半壊家屋・流出 2,560 戸
1949 年 8 ～ 9 月キティ台風 中部～北海道 死者・不明者 160 人、全・半壊家屋 17,200 戸
1950 年 9 月ジェーン台風 四国以北（特に大阪） 死者・不明者 503 人、全・半壊家屋・流出 56,100 戸

昭和20 三河地震2,306人、枕崎台風3,756人など
21
22
23 福井地震3,769人など
25
26
28 南紀豪雨1,124人など
29 1,761人など
32
33
34 伊勢湾台風5,098人など

35～平成6
  
空白の36年

　　
1,000人以上の被害者が出た災害ゼロ

平成7 東日本大震災21,565人(H26/3/10現在,含震災関連死)
23

2000人 4000人 6000人 20000人

阪神淡路大震災6,437人など

 1

図
１

　戦
後
の
自
然
災
害
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
数

カスリーン台風1,930人など

すばしり
北山治駅長

　富士山に一番近い道の駅で須走口5

静岡県小山町須走 338-44
国道 138 号　TEL.0550-75-6363

合目に至るふじあざみラインに直結し、店内装飾
やお土産品なども富士山を感じられる店づくりで
す。おすすめメニューも富士山ごうりきうどん。
富士山をモチーフにした雑貨やお菓子も多数販売
しています。無料の足湯、ドッグランもあり。

みまの里
小川満大駅長

　国指定史跡 ｢ 群里廃寺跡 ｣ や由緒あ

徳島県美馬市美馬町願勝寺 72
県道 12 号鳴門池田線  TEL.0883-63-3837

る寺が密集した「寺町」など悠久の時間が流れ、
名馬「池月」の産地とされる古都美馬。駅内に
も独特の文化と食が漂い、伝統工芸美馬和傘の
展示、激辛薬味「みまから」、生産量日本一とい
う地鶏阿波尾鶏の唐揚げは評価が高い。

むいかいち温泉
井川津多夫駅長

　中国道六日市 IC から 1 分の好立地

島根県吉賀町有飯 225-2
県道 16 号　TEL.0856-77-3040

にあります。豊富な湯量の温泉でほっこりとく
つろいで下さい。東京スカイツリーを監修した
彫刻家澄川喜一先生の作品が数々あるのも、大
きな魅力です。地元大豆でつくった「やわらか
あげ」と新鮮野菜も自慢です。

2018 年（平成30 年）12 月 第54号

東
日
本
大
震
災
を	

	

題
材
と
し
た	

	

「
地
震
・
津
波
」
学
習

　文
化
連
邦
主
義
を
と
る
ド
イ
ツ

は
、
各
州
が
独
自
の
教
育
政
策
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
学
校
制
度

・
教
育
課
程
・
教
科
書
制
度
に
違

い
が
見
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
州
で

「
教
科
書
の
貸
与
制
」
が
採
用
さ

れ
て
お
り
、
１
冊
の
教
科
書
が
何

年
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　首
都
・
ベ
ル
リ
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
（
日
本
の
中
高
一
貫
校
）
用
地
理

教
科
書
「D

iercke G
eografie 

- A
ktuelle A

usgabe Berlin

」

（W
esterm

ann

社
：
２
０
１

３
年
版
）
で
は
、
２
０
１
１
年
３

月
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
を
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
対
象
と
し
て
、
地

震
に
よ
る
津
波
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
津
波
現
象
の
特
徴
、
津
波
被

害
の
甚
大
さ
等
を
学
習
し
ま
す
。

　教
科
書
の
説
明
資
料
で
は
、
宮

城
県
の
５
歳
の
子
ど
も
が
描
い
た

津
波
の
絵
、
津
波
の
発
生
メ
カ
ニ

　わ
が
国
の
国
土
の
自
然
条
件
や
社
会
条
件
を
学
ぶ
上
で
、
海
外

の
学
校
教
育
で
「
日
本
」
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
今
回
は
ド
イ
ツ
の
地
理
教
科
書
で
日

本
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。

ズ
ム
を
説
明
す
る
図
、
福
島
県
内

の
被
災
状
況
（
災
害
当
日
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
と
写
真
）、
津
波
被

害
発
生
前
後
の
衛
星
画
像
（
宮
城

県
名
取
市
閖
上
地
区
）、
震
災
後

の
福
島
原
子
力
発
電
所
（
ニ
ュ
ー

ス
報
道
）
と
い
っ
た
東
日
本
大
震

災
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
震
大
国
「
日
本
」
と	

防
災
対
策

　ド
イ
ツ
国
内
第
１
位
の
人
口

と
人
口
密
度
を
有
す
る
Ｎ
Ｒ
Ｗ

州
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
用
「
地
理
」

教
科
書
“TER

R
A

 Erdkunde 
für N

ordrhein-W
estfalen-

A
usgabe für G

ym
nasien

”

（K
lett

社
：
２
０
０
７
年
版
）

で
は
、
兵
庫
県
南
部
地
震
で
倒
壊

し
た
阪
神
高
速
道
路
の
写
真
、
地

震
発
生
時
（
１
９
９
５
年
１
月
17

日
早
朝
）
の
神
戸
在
住
の
女
性
の

レ
ポ
ー
ト
、
地
震
観
測
装
置
の
写

真
、
小
学
校
の
防
災
訓
練
の
写
真

な
ど
、
地
震
大
国
「
日
本
」
に
関

す
る
素
材
が
幾
つ
も
取
り
上
げ
ら

想
定
し
た
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
沿
岸
部
で
は
、
津
波

を
想
定
し
た
高
台
へ
の
避
難
訓
練

も
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
地
震
発
生
時
に
は
、
火
災
に
よ

る
被
害
が
大
き
な
課
題
の
た
め
、

東
京
で
は
街
の
各
所
に
消
火
栓
が

設
置
さ
れ
、
家
庭
で
も
消
火
器
の

設
置
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
東
京
で
は
、
地
震
の
揺
れ
に
よ

っ
て
架
空
電
線
が
切
れ
て
落
下
す

る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
住
民
は
地

震
か
ら
自
ら
の
身
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
日
本
は
平
地
が
少
な
い
た
め
、

特
に
大
都
市
で
は
ス
ペ
ー
ス
不
足

を
補
う
べ
く
、
高
層
ビ
ル
の
建
設

が
進
め
ら
れ
、
耐
震
構
造
の
研
究

も
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

▼
杭
基
礎
、
免
震
装
置
、
制
震
装

置
な
ど
構
造
上
の
対
策
が
進
め
ら

れ
る
一
方
、
95
年
１
月
17
日
の
神

戸
地
震
（
兵
庫
県
南
部
地
震
）
で

阪
神
高
速
道
路
が
倒
壊
し
た
よ
う

に
、
完
全
な
耐
震
対
策
（
安
全
の

保
証
）
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

▼
マ
レ
ー
シ
ア
、
ド
バ
イ
、
台
湾

と
い
っ
た
国
々
で
は
、
危
険
き
わ

ま
り
な
い
超
高
層
ビ
ル
の
建
設
レ

ー
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
間
不
足
は
発
明
の
母

　Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
用
「
地
理
」
教
科
書

（K
lett

社
：
２
０
０
７
年
版
）は
、

『
空
間
不
足
は
発
明
の
母
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
日
本
の
狭
い
国

土
（
空
間
の
不
足
）
が
さ
ま
ざ
ま

な
発
明
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
国
土
面
積
の
約
80
％
が
非
居
住

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は

太
平
洋
岸
の
ベ
ル
ト
地
帯
に
人
口

・
交
通
・
産
業
が
集
中
し
て
い
ま

す
。
特
に
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋

の
三
大
都
市
圏
に
は
、総
人
口（
１

億
２
７
０
０
万
人
）
の
ほ
ぼ
半
数

が
住
ん
で
い
ま
す
。

▼
こ
の
た
め
日
本
は
、
沿
岸
部
の

埋
立
て
で
空
間
の
不
足
を
補
っ
て

き
ま
し
た
。
東
京
湾
だ
け
で
２
８

０
、
全
国
で
１
０
０
０
平
方
㌔
㍍

以
上
の
埋
立
地
が
あ
り
ま
す
。

▼
埋
立
て
の
最
大
の
問
題
は
、
海

岸
沖
合
人
工
島
が
外
海
と
の
水
循

環
を
妨
げ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

【
関
西
国
際
空
港
】

▼
関
西
国
際
空
港
は
完
全
24
時
間

運
用
可
能
な
国
際
空
港
で
、
大
阪

湾
沖
に
新
た
に
人
工
島
を
建
設
し

て
そ
の
上
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
海

上
空
港
に
は
、
４
㌔
㍍
の
鉄
道
又

は
高
速
道
路
を
使
っ
て
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

▼
こ
の
巨
大
空
港
建
設
の
背
景
に

は
大
阪
、
神
戸
、
京
都
を
含
む
関

西
都
市
圏
の
航
空
需
要
の
拡
大

や
、
航
空
機
騒
音
な
ど
の
環
境
問

題
の
顕
在
化
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
関
西
国
際
空
港
は
高
度
な
技
術

力
を
駆
使
し
て
お
り
、
地
震
、
津

波
、
台
風
等
に
よ
る
被
害
を
免
れ

て
い
ま
す
。
95
年
の
神
戸
地
震
の

際
に
も
、
94
年
９
月
の
開
港
直
後

だ
っ
た
た
め
、
救
援
活
動
の
窓
口

と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

▼
一
方
、
埋
立
地
の
人
工
空
港
島

は
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
地
盤

　皆さんは買い物をするとき、現金、クレジット
カード、電子マネーのどれをお使いですか。クレ
ジットカードや電子マネーは「キャッシュレス決
済」の代表的な方法ですが、近年は第 3 の方法
として「QR コード決済」が登用され始めました。
　QR コード決済は、自分のクレジットカード情
報や電子マネー情報を QR に結びつけたスマート
フォンなどのモバイル端末を使った決済です。モ
バイルに QR コード決済のアプリを導入するだけ
でよいので、専用の読み取り端末も不要です。前
号で紹介した「自転車シェアサービス」であれば、

自転車に QR を印示させておき、利用者がそれを
スマートフォンで読み取ると自転車が解錠され、
返却で施錠すると決済が行われるというイメージ
です。一般の支払いでも、レジでお店側が合計金
額の QR コードを発行し、それをお客がスマホで
かざすと決済を完了させることもできます。
　日本ではその恩恵を感じることは少ないでしょ
う。日本におけるキャッシュレス決済の使用状況
は 18.4％。世界的な 40 ～ 60％と比べると、日
本は現金払いが根強い国です。これは「現金」＝

「円」への信頼が高いことの裏返しですが、日本
への外国人が増加する中、彼らにすると日本はキ
ャッシュレス決済の後進国と映ります。クレジッ
トカードでさえ使えない「道の駅」も多い中、イ
ンバウンド増加に向けたキャッシュレス決済の対
応も必要になっているのではないでしょうか。

シリーズ「国土教育」 ドイツの地理教科書に描かれている日本のすがた

自然災害大国、狭い国土を進化させてきた国「日本」

（
テ
レ
ビ
付
）
に
宿
泊
す
る
も
の

で
、
利
用
客
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

カ
ー
テ
ン
１
枚
で
保
証
さ
れ
て
い

ま
す
？
！

　こ
れ
以
外
に
も
、
日
本
の
経
済

・
産
業
の
特
徴
や
、
日
本
人
の
価

値
観
、
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と

職
業
観
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
総
じ
て
言
え
ば
ド
イ
ツ
で

は
、
日
本
は
自
然
災
害
リ
ス
ク
の

大
き
い
国
、
狭
い
国
土
（
空
間
）

を
進
化
さ
せ
活
用
し
て
き
た
国
と

し
て
、
教
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

	

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト

　
森
田
康
夫
）

７

国道愛好家
� 松波成行

沈
下
し
、
施
設
の
補
修
等
に
か
な

り
の
追
加
費
用
が
生
じ
ま
し
た
。

▼
２
０
０
７
年
に
は
第
二
滑
走
路

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
利
用

旅
客
数
は
少
な
く
、
06
年
に
開
港

し
た
神
戸
空
港
と
の
競
合
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
】

▼
信
じ
が
た
い
こ
と
で
す
が
日
本

に
は
「
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
」
と
呼

ぶ
発
明
品
が
あ
り
ま
す
。
上
下
に

積
層
さ
れ
た
約
２
㍍
×
１
・
25
㍍

の
非
常
に
小
さ
な
カ
プ
セ
ル
空
間

日本�－�空間不足は発明の母（Klett�社）

地震と津波（Westermann�社）

れ
て
い
ま
す
。
防

災
対
策
に
フ
ォ
ー

カ
ス
が
当
て
ら

れ
、
興
味
深
い
説

明
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
１
９
２
３
年
の

大
地
震
（
関
東
大

震
災
）
を
き
っ
か

け
に
、
日
本
で
は

毎
年
９
月
１
日
、

学
校
や
職
場
で
、

大
規
模
な
地
震
を

いおり
伯耆薫駅長

　海の幸に恵まれた富山湾内にあり、

石川県七尾市庵町笹ヶ谷内 3-1
国道 160 号　TEL.0767-59-1415

対岸の立山連峰を一望できる景勝地。近くの和倉
温泉や七尾フィッシャーマンズワーフ、山の手の
オートキャンプ場へ出入りする方々の休憩、情報
拠点です。おばあちゃんの漬物、春の山野草、秋
の山の幸が並ぶ店にちょっと寄ってみんけ～。

どなり
佐藤泰史館長

　眼前に宮川内ダムを眺めることがで

徳島県阿波市土成町宮川内平間 28-2
県道 318 号　TEL.088-695-5405

き、1年を通して風光明媚な景色が楽しめます。
当駅名物の「巨大たらい」の上には、「恋成神社」
や「土御門天皇宝物館」があります。「たらいう
どん」のほか、奇観阿波の土柱をモチーフにした

「土柱カレー」のメニューも人気です。

丹波マーケス
森田保駅長

　古くから山陰街道の宿場町として栄

京都府京丹波町須知色紙田 3-5
国道 9号　TEL.0771-82-3180

えた町で、京都縦貫道丹波 IC に近い今日の当駅
も、京都、鳥取、舞鶴などを結ぶ交通の要衝と
してたくさんのお客様をお迎えしております。
丹波高原朝採り野菜市、秋の丹波黒枝豆、丹波
栗など特産の土産品、食事でおもてなしします。
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観
光
振
興
で
ス
ク
ラ
ム

　
災
害
時
に
は
相
互
支
援

道の駅「しかおい」で観光立国考える

災
害
時
の
砦
「
道
の
駅
」
を
リ
レ
ー
方
式
で
巡
る

「
巨
大
赤
べ
こ
」
や
特
産
品
で
連
携
ム
ー
ド
Ｕ
Ｐ

　道
の
駅
と
設
置
自
治
体
が
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
と
協
働
し
て
地
域
の
課
題
を
学
ぶ
『
道
の

駅
を「
学
び
の
場
」に
！
』の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
が
10
～
11
月
に
か
け
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で「
ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」

や
「
ミ
ニ
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
が
、
道
の
駅
の
多
様
な
機
能
を
踏
ま
え
て
テ
ー
マ
を
拡
大
。
北
海
道
鹿
追
町
で
は

「
日
本
風
景
街
道
セ
ミ
ナ
ー
」、
福
島
県
三
島
町
で
は
西
・
奥
会
津
地
方
の
道
の
駅
６
駅
合
同
「
地
方
創
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」。

新
潟
県
三
条
市
の
「
ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
同
県
中
越
地
震
15
年
を
来
年
に
控
え
、
防
災
に
関
心
を
持
つ
全
国
の
道
の

駅
の
「
リ
レ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
の
皮
切
り
と
位
置
付
け
た
。
各
セ
ミ
ナ
ー
と
も
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
と
自
治
体
・
道

の
駅
が
連
携
し
た
講
演
が
組
ま
れ
、
温
暖
化
対
策
の
実
践
を
促
す
有
意
義
な
学
び
の
場
に
な
っ
た
。

　福
島
県
「
西
会
津
・
奥
会
津
」

地
方
の
「
道
の
駅
」
の
連
携
を
ど

う
進
め
る
か
自
治
体
ト
ッ
プ
が
語

り
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
６

日
、同
県
三
島
町
で
開
か
れ
た
。「
道

の
駅
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
観
光

振
興
に
力
を
注
ぎ
、
災
害
時
に
も

互
い
に
支
え
合
お
う
」。
具
体
的
な

連
携
を
盛
り
込
ん
だ
「
西
・
奥
会

津
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宣
言
」
を
採
択

し
、
道
の
駅
を
柱
に
据
え
た
福
島

県
「
会
津
発
」
の
地
方
創
生
戦
略

を
内
外
に
示
し
た
。

　「ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宣
言
」
を
採
択

し
た
の
は
柳
津
町
の
「
会
津
柳
津
」

／
西
会
津
町
「
に
し
あ
い
づ
」
／

三
島
町
「
尾
瀬
街
道
み
し
ま
宿
」

／
金
山
町
「
奥
会
津
か
ね
や
ま
」

／
湯
川
村
・
会
津
坂
下
町
「
あ
い

　『道
の
駅
と
日
本
風
景
街
道
』
を

テ
ー
マ
に
北
海
道
鹿
追
町
の
道
の

駅
「
し
か
お
い
」
で
開
い
た
ミ
ニ

セ
ミ
ナ
ー
は
、国
土
交
通
省
の
「
日

本
風
景
街
道
」
有
識
者
懇
談
会
が
、

地
方
創
生
や
観
光
立
国
を
推
進
し

日
本
を
元
気
に
す
る
に
は
道
の
駅

と
風
景
街
道
の
連
携
強
化
が
重
要
、

と
す
る
提
言
（
10
～
11
面
参
照)

づ
湯
川
・
会
津
坂
下
」／
昭
和
村「
か

ら
む
し
織
の
里
し
ょ
う
わ
」
の
６

　西
日
本
豪
雨
、大
阪
北
部
地
震
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
。こ
の
夏
、

自
然
災
害
が
相
次
い
だ
。
地
域
防

災
の
あ
り
方
を
学
ぶ
「
防
災
セ
ミ

ナ
ー
」
が
11
月
30
日
、
新
潟
県
三

条
市
の
道
の
駅
「
庭
園
の
郷

　保

内
」
で
開
か
れ
た
。
２
０
０
４
年

７
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
、
同
年

10
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
来

年
で
15
年
。
堤
防
決
壊
か
ら
地
域

を
守
ろ
う
と
奔
走
し
た
防
災
関
係

者
や
中
越
地
震
の
復
興
に
取
り
組

ん
だ
専
門
家
が
、
教
訓
を
ど
う
生

か
す
か
語
っ
た
。

最
新
の
防
災
機
器
を
展
示

　協
賛
各
社
が
防
災
ト
イ
レ
や
孤

立
集
落
支
援
で
力
を
発
揮
す
る
Ｉ

Ｔ
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
最

新
の
防
災
・
福
祉
機
器
を
展
示
、

約
60
人
が
詰
め
か
け
た
。

　「道
の
駅
を
学
び
の
場
に
」
―

―
災
害
時
に
多
く
の
被
災
者
を
支

え
た
道
の
駅
。
被
災
の
記
憶
を
振

り
返
り
地
域
を
守
る
「
砦
」
だ
。

そ
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
来
春
は
同
県
十
日
町
市
の
道

の
駅
「
ク
ロ
ス
テ
ン
十
日
町
」
で

開
き
、
全
国
の
道
の
駅
を
リ
レ
ー

方
式
で
日
本
列
島
を
巡
る
。

防
災
文
化
の
創
造
を

　國
定
勇
人
三
条
市
長
は
「
道
の

駅
は
災
害
時
に
は
被
災
者
支
援
の

拠
点
と
な
り
、
進
化
し
続
け
て
い

る
。
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
道

の
駅
が
地
域
で
さ
ら
に
生
か
さ
れ

る
よ
う
に
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　同
市
防
災
対
策
室
の
谷
間
陵
雲

主
任
が
04
年
と
11
年
に
同
市
を
襲

っ
た
豪
雨
災
害
と
災
害
後
の
防
災

対
策
を
説
明
。
市
職
員
、
民
生
委

員
、
消
防
団
、
自
治
会
が
ど
う
行

動
す
べ
き
か
示
し
た
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、

小
中
学
校
で
必
修
の
防
災
教
育
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
や
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
で
の
災
害
情
報
の
発
信

…
…
。「
地
域
を
守
る
『
防
災
文

化
の
創
造
』
に
繋
が
る
準
備
が
さ

れ
て
き
た
」
と
谷
間
氏
。

　中
越
地
震
の
復
興
に
携
わ
っ
た

中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
の
山
口

壽
道
監
事
の
講
演
は
「
中
越
地
震

は
何
を
教
え
て
い
る
か
」。
山
口

氏
は
「
日
本
の
70
％
は
中
山
間

地
。
復
興
の
あ
り
方
な
ど
学
ん
で

ほ
し
い
」
と
述
べ
、
地
域
の
絆
の

大
切
さ
を
強
調
。
道
路
寸
断
で
地

域
が
孤
立
し
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
全

村
避
難
し
た
旧
山
古
志
村
が
掲
げ

た
「
帰
ろ
う

　山
古
志
へ
」
の
合

言
葉
が
そ
の
象
徴
だ
、と
語
っ
た
。

同
地
域
は
、
復
興
拠
点
「
や
ま
こ

し
復
興
交
流
館
お
ら
た
る
」
を
中

心
に
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
や
民
宿

が
営
業
を
始
め
、
地
域
を
支
え
る

―
―
と
被
災
地
の
「
今
」
を
語
っ

た
。

豪
雨
災
害
を
防
ぐ	

「CO
O
L	CH

O
ICE

」

　新
潟
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
臼
井
智
雄
氏
は
「
一
人

ひ
と
り
の
努
力
が
、
地
球
温
暖
化

に
歯
止
め
を
か
け
豪
雨
災
害
の
防

止
に
繋
が
る
」
と
身
近
な
取
り
組

み
の
大
切
さ
を
話
し
た
。
新
潟
市

内
の
桜
の
開
花
は
50
年
で
５
日
間

早
く
な
り
、
か
え
で
の
紅
葉
日
は

12
日
遅
く
な
っ
た
と
し
て
環
境
省

の
「C

O
O

L C
H

O
IC

E

」（
賢
い

選
択
）
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
。

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
な
ど
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
重
要
性
と
生

ご
み
を
出
す
際
の
水
切
り
の
大
切

さ
を
訴
え
、「
生
ご
み
の
８
割
は

水
分
。
水
を
し
っ
か
り
切
れ
ば
燃

や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
削
減
で
き
、

た
い
肥
に
し
て
使
え
ば
自
然
に
優

し
い
」
と
延
べ
た
。

災
害
の
記
憶
を
生
か
そ
う

　長
く
道
の
駅
の
駅
長
を
務
め
た

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
「
道

の
駅
」
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
山
源
昭

氏
が
「
駅
長
時
代
に
体
験
し
た
、

大
災
害
時
の
道
の
駅
の
役
割
」
／

「
庭
園
の
郷

　保
内
」
の
指
定
管

理
者
「
保
内
緑
の
里
管
理
組
合
」

の
吉
川
敬
之
氏
が
「
三
条
市
７
・

13
水
害
の
教
訓
」
を
講
演
。

　中
越
地
震
の
発
生
直
後
か
ら
被

災
者
支
援
に
取
り
組
み「
道
の
駅
」

の
防
災
活
動
の
原
点
と
言
わ
れ
る

同
県
十
日
町
市
の
道
の
駅
「
ク
ロ

ス
テ
ン
十
日
町
」
の
岩
船
眞
人
駅

長
も
講
演
＝
写
真
。
同
道
の
駅
は

非
常
用
電
源
装
置
や
24
時
間
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
、
数
百
人
収
容
の

ホ
ー
ル
も
完
備
。
地
震
直
後
か
ら

非
常
電
源
で
明
か
り
が
灯
っ
て
い

た
道
の
駅
に
、
市
民
が
避
難
の
た

め
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
。

　「中
越
地
震
の
前
は
避
難
所
に

な
る
な
ど
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

気
が
付
け
ば
ホ
ー
ル
も
開
放
し
て

懸
命
に
市
民
を
受
け
入
れ
た
」
と

岩
船
氏
。「
電
源
も
水
も
ト
イ
レ

も
あ
る
道
の
駅
。
災
害
時
に
市
民

を
守
る
場
と
し
て
大
切
だ
と
実
感

し
た
」。
今
は
ス
マ
ホ
の
充
電
機

を
備
え
、
災
害
情
報
を
地
域
に
発

信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
局

も
整
備
、「
被
災
を
体
験
し
た
駅

長
と
し
て
あ
の
時
を
忘
れ
ず
、
施

設
の
防
災
力
を
整
備
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

道の駅が学びの場に　セミナー・シンポ次々と

自治体・道の駅と地球温暖化防止活動推進員が連携

　今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

た
め
の
国
民
運
動
「
ク
ー

ル
チ
ョ
イ
ス
」
発
信
の
た

め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
地
球
温
暖
化
対
策

の
話
を
組
み
込
ん
だ
の
が

特
徴
だ
。

●
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員

　今
回
の
ク
ー
ル
チ
ョ
イ

ス
発
信
は
、
都
道
府
県
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
地
球
温
暖
化
防

止
推
進
員
」
が
講
師
に
な

り
、
自
治
体
や
道
の
駅
と

連
携
し
て
実
施
し
た
。

　同
推
進
員
と
自
治
体
と

の
具
体
的
な
連
携
事
例
と

し
て
は
、
自
治
会
、
子
供

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
学
校
な

ど
、
地
域
に
お
け
る
温
暖

化
防
止
に
係
る
普
及
啓
発

活
動
／
勤
務
先
の
事
業
所

等
で
の
環
境
教
育
や
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
実
施
／
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
し
て
の
温

暖
化
の
現
状
や
対
策
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
啓
発
／

市
町
等
が
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
出
展
や
協
力

／
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
環
境
学
習
の
講
師
や
体

験
授
業
の
補
助
・
温
暖
化

防
止
に
係
る
事
業
へ
の
参

加
及
び
地
域
や
職
場
で
の

周
知
、
な
ど
が
あ
る
。

●
地
球
温
暖
化
の
現
状

　

　世
界
の
年
平
均
気
温
は

観
測
が
始
ま
っ
た
１
８
８

０
年
か
ら
２
０
１
２
年
の

期
間
に
０
・
85
℃
上
昇
。

特
に
90
年
代
半
ば
以
降
、

高
温
の
年
が
多
く
な
り
、

２
０
１
５
～
17
年
の
３
年

間
の
世
界
の
平
均
気
温
が

過
去
1
位
か
ら
3
位
と
な

る
高
温
を
記
録
し
た
。

　気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

は
、
現
状
を
上
回
る
地
球

温
暖
化
対
策
を
取
ら
な
い

と
、
20
世
紀
末
に
比
べ
世

界
の
平
均
気
温
は
２
・
６

～
４
・
８
℃
上
昇
す
る
可

能
性
が
高
く
な
る
と
指

摘
。
渇
水
や
高
波
・
高
潮

リ
ス
ク
の
増
加
、
大
雨
災

害
の
深
刻
化
、
農
作
物
の

質
や
収
量
低
下
等
、
気
候

変
動
の
影
響
と
考
え
ら
れ

る
現
象
は
既
に
現
れ
て
い

る
。
日
本
は
30
年
度
に
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
13

年
度
比
26
％
削
減
の
目
標

を
公
約
し
て
い
る
。

●
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
は

　地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
国
民
運
動｢C

O
O

L 
C

H
O

IC
E｣

は
、
削
減
目

標
達
成
の
た
め
、
低
炭
素

製
品
へ
の
買
い
換
え
や
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
選
択
な
ど

地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
「
賢
い
選
択
」
を
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
。
国

民
に
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の

必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
具
体
的
な
行
動
に
つ

な
が
る
よ
う
経
済
界
、
自

治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携

し
、
幅
広
い
協
力
を
訴
え

て
い
る
。

西
・
奥
会
津
シ
ン
ポ
で
は
連
携
の
絆
深
め
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宣
言
」

道
の
駅
と
風
景
街
道
の
連
携
強
化
を
現
場
活
動
に
生
か
そ
う
と
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
新
潟
県
三
条
市
で
ス
タ
ー
ト

駅
７
町
村
。
各
道
の
駅
の
設
置
自

治
体
の
ト
ッ
プ
ら
が
登
壇
、
地
域

の
観
光
資
源
を
具
体
的
に
挙
げ
な

が
ら
、
首
都
圏
な
ど
大
消
費
地
に
、

地
元
の
魅
力
を
ど
う
ア
ピ
ー
ル
す

る
か
意
見
を
交
わ
し
た
。

特
産
品
や
名
物
も

　ミ
ネ
ラ
ル
分
を
た
っ
ぷ
り
含
ん

だ
土
で
育
て
た
栄
養
豊
か
な
野
菜

（
西
会
津
町
）、
泉
質
が
異
な
る
七

つ
の
温
泉
（
金
山
町
）、
イ
ラ
ク
サ

科
の
多
年
草
・
カ
ラ
ム
シ
で
織
り

上
げ
た
、
か
ら
む
し
織
（
昭
和
村
）

…
…
。
町
村
長
ら
は
、
各
地
域
が

誇
る
特
産
品
や
名
物
、
観
光
資
源

な
ど
を
報
告
し
、
手
を
取
り
合
っ

て
地
元
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

で
多
く
の
人
に「
西
会
津
・
奥
会
津
」

の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
―
―
と
い

う
意
見
が
相
次
い
だ
。

　ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宣
言
は
、
都
内

に
あ
る
福
島
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
「
日
本
橋
ふ
く
し
ま
館

　

M
ID

ETTE(

ミ
デ
ッ
テ)

」
な
ど
で

６
駅
合
同
の
観
光
・
物
産
店
を
開

催
し
、
各
地
域
の
景
勝
地
や
伝
統

文
化
、
食
や
温
泉
な
ど
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
方
針
を
確
認
。

地
震
や
豪
雨
水
害
、
雪
害
な
ど
に

備
え
、
各
道
の
駅
が
職
員
の
災
害

対
応
力
向
上
に
取
り
組
み
、
災
害

協
力
協
定
を
結
ん
で
互
い
に
支
援

し
合
う
体
制
を
構
築
し
て
、
同
地

域
全
体
の
防
災
力
の
底
上
げ
を
目

指
す
戦
略
が
示
さ
れ
た
。

　Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
の
楓

千
里
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
「
道
の
駅
制
度
が
出
来
て

25
年
。
利
用
者
の
期
待
値
が
高
く

な
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
観
光
資

源
を
ど
う
磨
き
発
信
す
る
か
が
問

わ
れ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
地
域
連

携
。
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
に

期
待
し
た
い
」
と
総
括
し
た
。

会津宣言を読み上げる６駅駅長

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
出
席
者
た
ち

　道
の
駅
関
係
者
を
中
心
に
約
１
５
０
人
が
詰
め
か
け
た
会
場
入
口
に

は
、
柳
津
町
の
道
の
駅
「
会
津
柳
津
」
に
展
示
し
て
い
る
マ
ス
コ
ッ
ト
の

巨
大
「
赤
べ
こ
」
の
親
子
の
う
ち
子
牛
の
「
も
う
く
ん
」
＝
写
真
上
＝
が

運
び
込
ま
れ
、
参
加
者
を
お
出
迎
え
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ス
テ
ー
ジ
上
に

は
、
各
道
の
駅
か
ら
即
売
場
な
ど
で
扱
っ
て
い
る
野
菜
や
果
物
、
特
産
品

な
ど
が
並
べ
ら
れ
＝
写
真
下
＝
、
連
携
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。
事
務
局

役
を
担
当
し
た
柳
津
町
の
井
関
庄
一
町
長
は
「
西
・
奥
会
津
の
道
の
駅
が

ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
地
方
創
生
を
し
っ
か
り
実
現
し
た
い
」。

【『
ち
ょ
こ
っ
と
Ｅ
Ｃ
Ｏ
』
の
勧
め
】

　地
方
創
生
の
た
め
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
ろ
う
―
―
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
実
践
活
動
を
後
押
し
す
る
「
う
つ
く

し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
の
新
山
敦
司
氏
も
講
演
。
タ
イ

ト
ル
は
「
日
頃
の
小
さ
な
取
り
組
み
が
、
未
来
を
大
き
く
変
え
て
い
く
」。

新
山
氏
は
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
省
エ
ネ
生
活
で
、
豪
雨
災
害
な
ど
に
つ
な

が
る
地
球
温
暖
化
の
速
度
を
抑
え
ら
れ
る
。
ま
ず
少
し
ず
つ
が
大
切
。『
ち

ょ
こ
っ
と
Ｅ
Ｃ
Ｏ
』
を
展
開
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

俊
宏
帯
広
開
発
建
設
部
長
も
「
北

海
道
の
道
の
駅
は
全
国
一
多
い
１

２
２
駅
。
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
と
い
う
道
内
の
風
景
街
道
13
ル

ー
ト
と
１
候
補
ル
ー
ト
は
全
道
の

半
数
市
町
村
が
関
わ
っ
て
い
る
。

両
活
動
の
連
携
強
化
は
点
で
あ
る

道
の
駅
を
線
、
さ
ら
に
面
へ
と
広

げ
、
地
域
振
興
の
大
き
な
力
に
な

る
」
と
期
待
を
表
明
し
た
。

【
日
本
風
景
街
道
と
道
の
駅
の
連

携
か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
パ
ワ

ー
】
一
般
社
団
法
人
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表

理
事

　原
文
宏
氏

　鹿
追
町
を
通
る
十
勝
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
も
各
道
の
駅
と
協

働
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
カ
ー

ド
や
案
内
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
り
、

完
走
者
の
賞
品
や
割
引
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
。
当
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
発

行
す
る
ル
ー
ト
地
図
も
各
道
の
駅

で
１
万
冊
以
上
売
れ
、
収
益
を
ル

ー
ト
整
備
な
ど
に
充
て
て
い
る
。

　道
の
駅
で
の
車
中
泊
に
対
し
、

釧
路
湿
原
・
阿
寒
・
摩
周
湖
ル
ー

ト
の
道
の
駅
周
辺
に
長
期
滞
在
用

施
設
を
造
り
活
動
団
体
で
管
理
す

る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
外
国
人

観
光
客
が
安
心
し
て
走
れ
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
用
の

空
気
入
れ
、
給
水
施
設
を
道
の
駅

に
も
備
え
よ
う
と
、
北
海
道
開
発

局
と
協
力
し
て
５
ル
ー
ト
で
準
備

中
。
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
も

重
要
だ
。
日
本
ハ
ム
の
協
力
で
道

の
駅
13
カ
所
で
フ
ァ
ン
用
グ
ッ
ズ

販
売
を
始
め
売
れ
行
き
上
々
。
全

国
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
風
景
街
道

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
協
議
し
、
九
州

と
道
内
の
道
の
駅
相
互
で
特
産
品

を
交
流
販
売
す
る
試
み
も
あ
る
。

【
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
～
地

球
温
暖
化
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
】

北
海
道
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員

　岡
崎
朱
美
氏

　国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
、
大

幅
な
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
し
な
い
と
２
０

３
０
年
ま
で
に
地
球
の
気
温
は
１

・
５
度
上
昇
し
、
極
端
な
高
温
や

豪
雨
、
干
ば
つ
、
さ
ら
な
る
海
面

上
昇
な
ど
が
避
け
ら
れ
な
い
と
警

告
し
た
。
台
風
は
大
型
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
北
海
道
が
猛
烈

台
風
に
直
撃
さ
れ
る
よ
う
な
危
機

は
今
後
も
起
こ
り
そ
う
だ
。

　地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
国
が

推
進
し
て
い
る
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

は
、
パ
リ
協
定
の
日
本
の
公
約
を

達
成
す
る
必
須
策
。
無
駄
な
電
気

を
消
す
、
テ
レ
ビ
や
携
帯
画
面
の

照
度
を
落
と
す
、
使
わ
な
い
家
電

の
電
源
を
切
る
な
ど
多
様
な
取
り

組
み
が
可
能
だ
。

【
豊
か
な
緑
と
そ
れ
を
受
け
継
ぐ

心
】
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推

進
機
構
元
常
務
理
事

　青
木
正
篤

氏
　日
本
は
7
割
が
緑
豊
か
な
山
間

地
。
き
れ
い
な
水
や
空
気
を
供
給

し
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

国
民
生
活
の
基
盤
だ
が
50
～
60
年

前
ま
で
は
至
る
と
こ
ろ
は
げ
山
だ

っ
た
。
生
活
資
材
と
し
て
切
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
戦
後
10
年
ほ
ど
は

山
が
荒
廃
、
台
風
な
ど
水
害
で
毎

年
数
千
人
が
亡
く
な
っ
た
。

　１
９
５
０
年
か
ら
全
国
植
樹
祭

や
緑
の
募
金
な
ど
国
土
緑
化
の
国

民
運
動
が
始
ま
り
、
北
海
道
は
釧

路
平
原
で
1
万
㌶
が
植
樹
さ
れ
、

カ
キ
漁
が
よ
み
が
え
り
、
開
拓
で

砂
漠
化
し
た
襟
裳
地
域
も
漁
が
復

活
し
た
。
今
は
国
内
林
業
が
衰
退

し
放
置
さ
れ
る
森
林
荒
廃
が
進
む
。

先
人
が
守
り
育
て
た
森
林
の
成
長

を
停
滞
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

を
現
場
活
動
に
生
か
す
試
み
だ
。

　一
帯
は
大
雪
山
麓
の
豊
か
な
恵

み
を
活
用
し
た
農
産
物
や
、
ジ
オ

パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
た
然
別
湖
と

太
古
の
火
山
活
動
が
生
ん
だ
風
穴

群
、
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど
十
勝

観
光
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
北

海
道
が
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
「
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
」
活
動
を
い

ち
早
く
取
り
入
れ
た
の
を
機
に
風

景
街
道
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
道
の

駅
と
風
景
街
道
の
連
携
も
率
先
し

て
試
み
て
い
る
。

　同
町
は
家
畜
ふ
ん
尿
を
処
理
す

る
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で

一
般
家
庭
４
５
０
戸
分
を
発
電
し
、

チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
、
マ
ン
ゴ
ー
栽

培
、
た
い
肥
づ
く
り
な
ど
余
熱
利

用
に
取
り
組
む
地
球
温
暖
化
対
策

先
進
地
。
そ
れ
ら
は
観
光
資
源
に

も
な
っ
て
お
り
、
地
域
振
興
に
も

貢
献
し
て
い
る
。

　吉
田
弘
志
町
長
は
「
道
の
駅
は

今
、
情
報
発
信
や
地
域
へ
の
集
客

力
の
大
き
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

風
景
街
道
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
密
接
に
な
れ
ば
可
能
性
が
さ

ら
に
広
が
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
国

土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
の
細
井

道
の
駅
来
場
者
へ
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
の
普
及
啓
発
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こだわった物産や飲食を取り揃えております。

あがつま峡
武藤賢一駅長

　国指定名勝「吾妻峡」の玄関口にあ

群馬県東吾妻町三島 6441
町道 5284 号　TEL.0279-67-3193

る道の駅。四季を通じて自然を満喫でき、天然温
泉の天狗の湯でほっこり、ドッグランで愛犬ハッ
スル。芝生広場・こども広場・足湯でみんなにっ
こり、直売所では野菜や果物が新鮮で安くてビッ
クリ、食事処・軽食コーナーもあり大満足 !!

錦江にしきの里
秋元達矢駅長

　錦江湾、桜島と開聞岳を一望できる

鹿児島県錦江町神川 3306-18
国道 269 号　TEL.0994-22-0831

絶景の地にあり、夕日の美しさはインスタ映え最
高！ 生産者主導の直売所はとにかく新鮮で安く、
毎日驚かれ大好評です。ご当地アイス 8 種もそ
ろって人気で一押し。お客様、会員、スタッフの
トリプル笑顔をモットーにしている道の駅です。

木曽福島
大橋光男支配人

　JR 中央西線沿線の道の駅。晴れた日

長野県木曽町福島 4061-1
国道 19 号  TEL.0264-21-1818

には霊峰木曽御嶽山を眺めることが出来ます。夏
は高原のとうもろこしや白菜、秋はきのこなどの
地場の農産物、手づくりちまき「笹っ子」が直売
所の人気商品。レストランでは岩魚天丼、信州サー
モン漬け丼、信州そばが好評メニューです。

よって西土佐
林大介駅長

　日本の清流四万十川の中流域にある

高知県四万十市西土佐江川崎 2410-3
国道 441 号　TEL.0880-52-1398

道の駅です。四万十川の天然鮎の塩焼きを、毎
日焼いて販売しています。地元の野菜や加工品、
スイーツなど天然にこだわった商品も取り揃え
ています。沈下橋をはじめとして、カヌーなど
四万十川を満喫できる場所もたくさんあります。
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　読
者
の
皆
様
の
頭
の
体
操
に
ド

イ
ツ
憲
法
の
あ
る
条
文
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
東

西
が
一
緒
に
な
っ
た
時
に
憲
法
を

制
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
だ
に
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず

「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
」

が
実
質
的
に
憲
法
と
な
っ
て
い
ま

す
。　こ

の
第
３
条
に
次
の
よ
う
な
規

定
が
あ
り
ま
す
。

❶
す
べ
て
の
人
は
、
法
の
前

に
平
等
で
あ
る
。

❷
男
女
は
、
平
等
の
権
利
を

有
す
る
。
国
家
は
、
男
女
の

平
等
が
実
際
に
実
現
す
る

よ
う
に
促
進
し
、
現
在
あ
る

不
平
等
の
除
去
に
向
け
て

努
力
す
る
。

❸
何
人
も
、
そ
の
性
別
、
血

統
、
人
種
、
言
語
、
出
身
地

お
よ
び
門
地
、
信
仰
ま
た
は

宗
教
的
も
し
く
は
政
治
的

意
見
の
た
め
に
、
差
別
さ

れ
、
ま
た
は
優
遇
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
何
人
も
、
障
害

を
理
由
と
し
て
差
別
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。

　お
か
し
い
で
す
ね
。
第
３
項
に

｢

性
別
差
別
」
を
禁
止
し
た
条
文

が
あ
る
の
に
、
第
２
項
で
わ
ざ
わ

ざ｢

男
女
平
等
実
現
努
力
義
務
」

を
国
家
に
課
し
て

い
る
の
で
す
。
実

は
、
こ
の
第
２
項

は
基
本
法
制
定
時
に
は
な
か
っ
た

条
文
で
、
戦
後
の
改
正
で
追
加
、

加
憲
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　と
こ
ろ
で
、
日
本
国
憲
法
第
14

条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま

す
。

❶
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下

に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分

又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治

的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関

係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な

い
。(

２
項
以
下
略
）

　日
本
国
憲
法
は
「
男
女
平
等
の

実
現
へ
の
努
力
義
務
」
を
国
家
に

課
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
憲
法
と
は

制
定
時
の
国
民
の
価
値
観
の
総
意

な
の
で
す
。
70
年
以
上
前
の
１
９

４
６
年
の
価
値
観
の
ま
ま
憲
法
を

放
置
し
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の

東
京
医
科
大
学
等
の
入
試
で
の
女

性
差
別
の
大
本
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

日
本
と
ド
イ
ツ
の
男
女
同
権

10

成
さ
れ
る
な
ど
大
い
に
賑
わ
っ
て

い
る
道
の
駅
が
あ
る
半
面
、
赤
字

続
き
の
駅
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
地
域
の
賑
わ
い
の
場
と
し

て
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
は
高
ま

る
が
、
商
業
主
義
に
走
り
す
ぎ
て

い
る
道
の
駅
は
、
経
営
不
振
で
要

請
さ
れ
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
で

き
な
い
道
の
駅
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
人
々
の
懸
命
の
努
力

で
培
わ
れ
て
き
た
道
の
駅
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
毀
損
し
つ
つ
あ
る
。

　道
の
駅
の
本
来
的
か
つ
究
極
の

目
的
と
姿
、「
休
憩
・
情
報
交
換

・
地
域
連
携
の
機
能
を
持
っ
た
、

地
域
と
と
も
に
つ
く
る
個
性
豊
か

な
に
ぎ
わ
い
の
場
」に
立
ち
戻
り
、

経
営
を
考
え
直
す
こ
と
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　三
つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
か

ら
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
で
あ

る
。
今
年
の
西
日
本
豪
雨
や
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
に
お
け
る
避
難

・
救
出
の
拠
点
と
し
て
の
道
の
駅

の
活
躍
は
記
憶
に
新
し
い
し
、
観

光
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
拠
点
・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
道
の
駅

の
活
躍
も
よ
く
耳
に
す
る
。
こ
れ

ら
の
機
能
は
地
方
活
性
化
や
強
靭

化
か
ら
ま
す
ま
す
増
強
が
要
請
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
に
ど
う
応
え
る
か

が
問
わ
れ
る
。

　こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け

て
色
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
つ
つ

あ
る
が
、
通
底
す
る
重
要
な
基
本

方
針
に
連
携
が
あ
る
と
思
う
。
全

国
に
展
開
さ
れ
て
い
る
道
の
駅
は

登
録
時
に
こ
そ
道
路
管
理
者
と
の

協
議
や
審
査
を
受
け
る
が
、
そ
の

後
は
基
本
的
に
は
自
由
に
運
営
さ

れ
て
い
て
、
こ
れ
が
多
様
な
特
色

の
あ
る
道
の
駅
の
発
展
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

　し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

十
全
に
対
応
す
る
た
め
に
は
色
々

な
主
体
や
政
策
と
の
連
係
が
必
要

で
あ
る
。
例
え
ば
、
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
の
共
有
や
災
害
時
の
相
互
支
援

に
は
道
の
駅
相
互
の
連
携
が
前
提

で
あ
る
。
こ
れ
を
担
う
の
が
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
で
あ
り
、
そ

の
機
能
強
化
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　道
の
駅
の
最
初
の
登
録
か
ら
25

年
が
経
過
し
、
全
国
で
１
１
４
５

駅
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
工
夫
や

努
力
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民

が
知
っ
て
い
て
、
生
活
や
観
光
に

欠
か
せ
な
い
存
在
に
道
の
駅
は
な

り
つ
つ
あ
る
。
実
際
、
国
土
政
策

を
定
め
て
い
る
「
国
土
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
」
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
の
要
と
な

る
小
さ
な
拠
点
と
し
て
の
道
の
駅

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

道
の
駅
の
三
つ
の
課
題

　し
か
し
、
道
の
駅
に
課
題
が
全

く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。一
つ
は
、

25
年
を
迎
え
大
規
模
な
改
修
・
更

新
を
要
す
る
道
の
駅
も
出
現
し
つ

つ
あ
り
、
そ
の
改
修
を
い
か
に
行

う
か
と
い
っ
た
問
題
。

　二
つ
は
、
道
の
駅
の
経
営
問
題

で
あ
る
。
近
在
の
農
家
が
丹
精
こ

め
た
農
産
物
や
そ
の
加
工
特
産
品

な
ど
が
魅
力
に
な
り
、
道
の
駅
が

目
的
地
化
し
、
観
光
ツ
ア
ー
も
形

道
の
駅
と
日
本
風
景
街
道

　
　
～
連
携
の
追
求
～

風景街道使い点から面へ

石
田
東
生

日
本
大
学
特
任
教
授
・
日
本
み
ち
研
究
所
理
事
長

（「
日
本
風
景
街
道
」
有
識
者
懇
談
会
委
員
長
）

天竜相津花桃の里
鈴田全弘代表取締役

　目の前に広がる天竜川、延長 473．7

静岡県浜松市天竜区大川 31-10
国道 152 号　TEL.053-923-2339

㍍の「夢の架け橋」が明美な風景で、対岸では毎
年 3 月全国高校選抜ボート大会が開催されます。
当駅の自慢は、お母さん方が腕によりをかけて
作った「花桃カレー」と昔懐かしい小麦まんじゅ
う。毎年 3 月の「花桃まつり」も盛大で賑わいます。

燕趙園
山本修参事

　日本最大級の中国庭園「燕趙園」に隣

鳥取県湯梨浜町引地 563-1
県道 22 号 /29 号　TEL.0858-32-2184

接した道の駅。特産の二十世紀梨をピューレにし
て使用した「梨ソフト」や、地元で古くから親し
まれている牛骨ラーメンが好評です。野花豊後（梅）
の特産加工品はお土産におすすめ！ 併設するレス
トランでは中華バイキングが食べられます。

ほっと♡はぼろ
高木俊和支配人

　真っ白い豪華客船をイメージした「は

北海道羽幌町北 3 条 1-29
国道 232 号  TEL.0164-62-3800

ぼろ温泉サンセットプラザ」がメイン施設。ホテ
ルは全室オーシャンビューで日本海を一望でき、
天然温泉の大浴場や道北随一のバラ園がある。北
海道海鳥センターも隣接し、ご当地グルメの「え
びタコ餃子」や「えびしおラーメン」が人気だ。

2018 年（平成30 年）12 月 第54号

一般的なトイレが使
えなくてもラップポ
ン（右）なら大丈夫

〒 144-0052 東京都大田区蒲田 5-38-3 蒲田朝日ビルディング 8 Ｆ
株式会社オアシスＭＳＣ　メディカルサポート事業部
TEL：03-5711-8211/ ＦＡＸ：03-5711-8219
http://www.oasismsc.co.jp/index.html

物
語
や
愛
情
で
つ
な
ぐ
風
景
街
道

11

　全
国
連
絡
会
の
機
能
強
化
は
、

今
も
民
間
企
業
か
ら
強
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
を
よ
り

高
質
な
も
の
に
し
、
道
の
駅
の
本

来
効
果
を
発
揮
す
る
組
織
的
取
り

組
み
と
し
て
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

観
光
地
域
づ
く
り
や
地
方
創
生
に

は
自
治
体
の
連
携
も
要
請
さ
れ
て

い
る
が
、
自
治
体
経
営
の
重
要
要

素
と
な
り
つ
つ
あ
る
道
の
駅
も
広

域
の
連
携
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。

　こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
数
あ
る

連
携
の
中
で
も
、
観
光
地
域
づ
く

り
や
道
の
駅
相
互
間
の
連
携
に
と

っ
て
効
果
が
あ
り
、
重
要
で
あ
る

「
日
本
風
景
街
道
」
と
の
連
携
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

　日
本
風
景
街
道
は
、
地
域
の
魅

力
の
再
発
見
と
磨
き
上
げ
を
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
中
心
に
な
っ

て
行
い
、
美
し
く
、
誇
り
の
持
て

る
地
域
を
育
み
、
訪
れ
る
人
に
も

喜
ん
で
い
た
だ
く
、
そ
れ
が
地
域

経
済
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
住
ん
で
よ

し
訪
れ
て
よ
し
の
地
域
づ
く
り
」

を
、
道
路
の
持
つ
人
と
人
・
地
域

　一
時
、
停
滞
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
多
方
面
か
ら
の
要
請
も
あ

り
、
17
年
に
日
本
風
景
街
道
有
識

者
懇
談
会
が
設
置
さ
れ
、
10
年
に

わ
た
る
活
動
の
成
果
を
総
括
す
る

と
と
も
に
、
現
時
点
の
課
題
と
今

後
の
政
策
推
進
の
方
向
に
つ
い
て

の
提
言
が
な
さ
れ
、
政
策
の
重
要

性
と
効
果
の
大
き
さ
が
再
認
識
さ

れ
本
格
的
な
取
り
組
み
が
再
開
さ

れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　筆
者
は
そ
の
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
私
見
も

交
え
な
が
ら
風
景
街
道
と
道
の
駅

の
連
携
の
重
要
性
と
効
果
に
つ
い

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　風
景
街
道
は
そ
の
中
心
に
、
人

々
の
愛
情
と
丹
精
に
彩
ら
れ
た
特

色
あ
る
美
し
い
道
路
を
有
す
る
こ

と
が
前
提
で
、そ
の
中
心
性
は
人
、

そ
し
て
地
域
を
つ
な
ぐ
物
語
や
愛

情
に
よ
っ
て
演
出
さ
れ
る
。
そ
れ

は
観
光
地
域
を
貫
き
、
周
遊
す
る

道
路
で
も
あ
る
。

　地
域
連
携
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

連
携
、
そ
し
て
道
の
駅
の
連
携
は

誰
で
も
が
構
想
す
る
も
の
だ
が
、

実
践
に
は
困
難
も
伴
う
。
隣
の
観

光
地
や
道
の
駅
は
理
念
的
に
は
連

携
相
手
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
競

争
相
手
で
も
あ
る
。

　こ
の
時
に
、
連
携
の
舞
台
と
契

機
を
与
え
る
の
が
風
景
街
道
だ
。

風
景
街
道
の
物
語
は
ル
ー
ト
内
の

道
の
駅
の
連
携
を
構
築
す
る
と
き

に
、
役
割
分
担
と
連
帯
意
識
を
醸

成
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
風
景
街
道
は
道
の
駅
の

連
携
を
展
開
す
る
舞
台
と
し
て
有

用
で
あ
る
。

　連
携
は
具
体
的
な
活
動
か
ら
始

ま
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
複
数
の

道
の
駅
が
ル
ー
ト
内
に
存
在
す
る

風
景
街
道
が
道
の
駅
も
巻
き
込
ん

で
、
例
え
ば
清
掃
活
動
や
景
観
診

断
や
地
域
資
源
調
査
を
展
開
す
る

こ
と
は
、
連
携
の
機
会
と
関
係
性

の
強
化
に
有
用
で
あ
る
。

　道
の
駅
は
小
さ
な
拠
点
と
し
て

の
中
心
性
や
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
と
し
て
の
中
心
性
を
期
待
さ

れ
な
が
ら
、
点
と
し
て
の
存
在
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
否
め
な

い
。
風
景
街
道
と
の
協
働
に
よ
り
、

線
的
に
ま
た
面
的
に
活
動
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　風
景
街
道
も
、
多
く
が
活
動
拠

点
や
、
活
動
状
況
と
地
域
の
美
し

さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
の
確
保
に

悩
ん
で
き
た
。

　観
光
地
域
づ
く
り
や
地
方
創
生

に
向
け
て
の
道
路
政
策
へ
の
期
待

が
高
ま
る
中
、
そ
の
最
先
端
を
走

る
両
者
の
連
携
は
、
爆
発
的
な
効

果
と
元
気
を
地
域
に
も
た
ら
す
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
の
読
者
の
皆
様

に
も
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
、
最
後
に
お
願
い
し
た
い
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富

士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を

介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

と
地
域
な
ど
を
結
び
付
け
る
力
を

最
大
限
に
活
用
し
て
実
践
す
る
政

策
で
、
２
０
０
７
年
に
日
本
風
景

街
道
戦
略
会
議(

会
長
：
奥
田
碩

道
の
駅
と
日
本
風
景
街
道

　
　
～
連
携
の
追
求
～

連携で道の駅の課題に対応

経
団
連
会
長
＝
当
時)

に
よ
っ
て
、

そ
の
考
え
方
や
推
進
方
策
が
提
言

さ
れ
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
る
。

災害対策用トイレ・ラップポン　凝固剤を入れてボタンを押せば自動でラッピング

　日
本
は
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
局
地
的
な
豪
雨
災
害
や
大
地
震
が
多

発
し
て
い
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど

生
活
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
や
住
居
が

打
撃
を
受
け
る
と
、
被
災
者
の
暮
ら
し
は

困
難
を
極
め
る
。
直
面
す
る
問
題
は
何
よ

り
ト
イ
レ
だ
。
水
が
流
せ
ず
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
の
恐
れ
が
あ
る
。
ト
イ

レ
を
我
慢
し
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
、
な

と
、
災
害
対
策
備
蓄
用
の
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
「
ラ
ッ

プ
ポ
ン
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
の
が
販
売
代
理
店
の
株

式
会
社
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
だ
。

　ラ
ッ
プ
ポ
ン
は
凝
固
剤
を
入
れ
て
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
自

動
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。特
殊
防
臭
フ
ィ
ル
ム
で
１
カ
月
以
上
、

ど
避
難
所
で
も

深
刻
だ
。

 

　仮
設
ト
イ

レ
を
待
ち
望
む

被
災
者
の
悩
み

を
解
決
し
よ
う

菌
も
臭
い
も
漏
ら
ず
、
軽
量
で
備

蓄
の
場
所
も
取
ら
な
い
。
製
造
元

は
日
本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

ラ
ッ
プ
ポ
ン
事
業
部
で
、
災
害
備

蓄
用
に
民
間
企
業
、
官
公
庁
、
自

治
体
な
ど
に
１
万
台
以
上
導
入
実

績
が
あ
り
、
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
は

災
害
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道

の
駅
で
も
導
入
を
、
と
呼
び
掛
け

て
い
る
＝
別
表
参
照
。

ラップポン被災地支援設置状況
能登半島地震 11 カ所 50 台
中越沖地震 30 カ所 100 台
東日本大震災 50 カ所以上 500 台
熊本地震 95 カ所以上 約 450 台
西日本豪雨 130 カ所以上 約 500 台
北海道地震 20 カ所以上 100 台

１．これまでの活動成果
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年月 主な活動経緯

平成17年12月 日本風景街道戦略会議 設置 （委員長：奥田碩 経団連名誉会長）

平成19年 4月 提言「日本風景街道の実現に向けて」 （日本風景街道戦略会議）

同年7月 日本風景街道にかかる協議会及び登録の取り扱いについて【局長通達】

同年9月
地方ブロック毎に設置された「風景街道地方協議会」にて、日本風景街道の登録

開始 （平成30年7月末現在141ルートが登録）

平成23年5月
NPO法人 日本風景街道コミュニティ 設立

（代表理事：石田東生 日本大学特任教授・筑波大学特命教授）

平成24年2月 ｢日本風景街道｣関連商標の使用許諾事務手続きについて【課長通達】

同年2月 日本風景街道ロゴマークの運用開始

平成25年度～

26年度
パートナーシップ等との意見交換会を踏まえ、好事例集を作成

平成28年4月 道路法改正による「道路協力団体制度」創設

同年8月 日本風景街道自治体連絡会 設立 （会長：熊川栄 嬬恋村長）

平成29年4月
提言「質の高い日本風景街道に着手するために」

（日本風景街道自治体連絡会、NPO法人日本風景街道コミュニティ）

同年8月
建議『道路・交通イノベーション～「みち」の機能向上・利活用の追求による豊かな

暮らしの実現へ～』（社会資本整備審議会 道路分科会）

同年12月
「日本風景街道」有識者懇談会 設置

（委員長：石田東生 日本大学特任教授・筑波大学特命教授）

・ 平成17年12月に日本風景街道戦略会議が設置されて以降の主な活動経緯は以下の通り。

日本風景街道戦略会議が設置されて以降の主な活動経緯

すずなり
重政靖之駅長

　のと鉄道穴水・珠洲間が廃線後の平

石川県珠洲市野々江町シの部 15
主要地方道蛸島港線　TEL.0768-82-4688

成22年、珠洲駅の跡地にできました。敷地内に
は、鉄道開通当初のプラットホームが今でも残り
ます。珠洲の天然塩を使用した塩ソフトをはじめ、
地元の特産品や工芸品を豊富に揃え、観光案内所
では奥能登の観光情報を提供しています。

ことなみ
宮西修駅長

　阿讃山脈の峠にあり、四季折々の景

香川県まんのう町川東 2355-1
国道 438 号  TEL.0877-56-0015

観を楽しめる。平賀源内のお墨付き美霞洞温泉を
引いた温泉施設「エピアみかど」が隣接され、讃
岐と阿波を行きかう人々の癒しの空間になってい
る。売店には地域の特産品を取り揃え、レストラ
ンでは手打ちそばや地元食材の料理が人気だ。

明恵ふるさと館
岩本行弘館長

　来館されたお客様の憩いの場で、挽

和歌山県有田川町金屋 322-1
国道 480 号　TEL.0737-32-9778

きたてのコーヒーの香りが漂う道の駅です。地
元農家の方々が持ってこられる四季折々の新鮮
な農産物や手作り醤油、ドレッシングなどふる
さと産品に加え、自家製の天然酵母パンが人気
です。
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　炊
き
出
し
食
事
会
で
は
餅
つ
き

大
会
、生
ご
み
収
穫
祭
、流
し
ソ
ー

メ
ン
大
会
な
ど
を
実
施
。
釜
戸
を

準
備
し
参
加
者
は
１
人
１
合
の
米

と
備
蓄
の
食
品
缶
詰
を
持
参
、
自

ら
薪
を
使
っ
て
炊
き
あ
が
っ
た
ご

飯
を
皆
で
食
べ
た
。
周
辺
農
地
を

食
料
備
蓄
基
地
と
位
置
づ
け
、
農

家
の
協
力
も
取
り
付
け
た
。

　「農
業
と
環
境
は
セ
ッ
ト
」
が

持
論
だ
っ
た
。
そ
の
象
徴
が
「
田

ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」
だ
。
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
周
辺
の
農
地

で
動
物
や
植
物
の
生
き
も
の
調
査

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は平成 31 年 2 月 28 日（木）。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

ぼ
を
保
全
し
稲
作
農
家
が
耕
作
し

続
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
模
索
し

た
。
田
ん
ぼ
の
生
物
多
様
性
を
高

め
る
た
め
、
自
然
保
護
運
動
と
農

業
を
結
ぶ
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
を
し
て

い
る
全
国
の
農
家
が
集
ま
り
、
田

ん
ぼ
の
保
全
回
復
運
動
が
全
国
に

広
が
る
よ
う
率
先
し
て
い
た
。

　公
共
的
機
能
と
し
て
の
農
地
は

さ
ま
ざ
ま
な
公
的
活
動
を
創
造

し
、
住
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
。健
康
を
増
進
さ
せ
る
農
作
業
、

福
祉
、
介
護
、
防
災
、
観
光
、
子

安心した人生を送れるよう寄り添う

樋
ひ

野
の

興
おき

夫
お

氏一般社団法人がん哲学外来理事長
（順天堂大学医学部教授）

　「が
ん
哲
学
外
来
」
と
言
っ
て
も
、

あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
は
自
分
や
家

族
な
ど
身
近
な
人
が
が
ん
に
か
か
っ

て
初
め
て
「
死
」
を
意
識
し
、
こ
れ

ま
で
い
か
に
生
き
て
き
た
か
、
こ
れ

か
ら
ど
う
生
き
る
か
、
死
ぬ
ま
で
に

何
を
す
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
ま

す
。　医

療
現
場
は
患
者
の
治
療
に
手
一

杯
で
、
患
者
や
家
族
の
精
神
的
苦
痛

ま
で
軽
減
さ
せ
る
の
は
難
し
い
の
が

実
情
で
す
。「
が
ん
哲
学
外
来
」
は
、

医
療
現
場
と
患
者
の
間
の
「
隙
間
」

を
埋
め
る
目
的
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

科
学
と
し
て
の
が
ん
を
学
び
な
が

ら
、
が
ん
に
哲
学
的
な
思
考
を
取
り

入
れ
よ
う
と
い
う
立
場
で
す
。
が
ん

哲
学
外
来
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養

成
や
「
医
療
の
隙
間
を
埋
め
る
看
護

師
」
の
育
成
も
必
要
で
す
。

　こ
の
隙
間
を
埋
め
る
た
め
、
病
院

や
医
療
機
関
だ
け
で
な
く
、
集
ま
り

や
す
い
場
所
で
、
立
場
を
越
え
て
集

う
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
な
の
で
す
。
最
近
で
は
、
が

ん
哲
学
外
来
が
「
対
話
の
場
」
で
あ

る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
」
と
し

て
各
地
に
広
が
り
、
注
目
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
方
に

暮
ら
す
人
た
ち
へ
の
地
域
医
療
や

遠
隔
医
療
の
重
要
性
が
増
し
、「
が

ん
哲
学
外
来
」
の
活
動
を
全
国
に

展
開
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
考
え
た
と
き
、
地
域
に
根

差
し
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
公
的

施
設
と
し
て
、
全
国
に
１
０
０
０

カ
所
以
上
を
数
え
る
「
道
の
駅
」

こ
そ
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
」

の
全
国
展
開
に
極
め
て
ふ
さ
わ
し

い
場
で
は
な
い
の
か
、
と
気
づ
き

ま
し
た
。
道
の
駅
は
都
市
圏
よ
り
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育
て
、
教
育
、
環
境
、
文
化
、
地

域
協
働
な
ど
の
可
能
性
を
語
り
、

農
地
を
拠
点
と
し
た
地
域
振
興
策

の
議
論
を
推
進
し
た
。

　そ
う
し
た
活
動
の
拠
点
の
一
つ

と
し
て
「
道
の
駅
」
を
位
置
付
け

て
お
り
、
各
地
の
道
の
駅
で
講
演

も
し
た
。
道
の
駅
は
地
域
住
民
と

都
市
住
民
の
心
を
繋
ぐ
仕
事
が
で

き
る
。
地
域
の
自
然
と
命
を
守
る

「
仕
事
」
を
す
る
市
民
が
集
う
場

所
、
そ
れ
が
道
の
駅
で
あ
れ
ば
と

願
っ
て
い
た
。
道
の
駅
が
出
来
る

こ
と
は
沢
山
あ
る
と
常
々
語
っ
て

お
り
、
本
紙
は
氏
の
志
を
受
け
継

い
で
い
き
た
い
。

�

　
　
　合
掌

自
然
保
護
運
動
と
農
業
を
結
ぶ

を
続
け
た
。
調
査
を
全
国
に
展
開

し
、
生
物
多
様
性
の
取
り
組
み
を

基
に
農
薬
汚
染
を
減
ら
す
水
田
づ

く
り
を
推
進
し
た
。
調
査
を
通
じ

て
消
費
者
に
田
ん
ぼ
を
意
識
し
て

も
ら
う
努
力
を
続
け
た
。
結
果
、

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
は
徐
々
に
増

え
、
や
が
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ

の
放
鳥
に
繋
が
っ
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
成
功
に
満
足
し
て
は
い

け
な
い
と
訴
え
た
。

　氏
は
、
生
き
も
の
調
査
は
地
域

の
自
然
と
命
を
守
る
「
仕
事
」
と

言
う
。
調
査
活
動
を
通
じ
て
田
ん

ん
哲
学
外
来
」
の
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
」

を
全
国
展
開
す
る
一
翼
を
担
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
る
な
ら
、

こ
れ
ほ
ど
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。　が

ん
哲
学
外
来
の
目
的
で
も
あ

る
「
が
ん
に
な
っ
て
も
尊
厳
を
も

っ
て
人
生
を
生
き
切
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
」
を
実
現
し
た
い
。
多

く
の
が
ん
患
者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
と
垣
根
を
越
え
て
対
話
す
る
こ

と
で
「
病
気
で
あ
っ
て
も
病
人
で

は
な
い
」
と
い
う
、
安
心
し
た
人

生
を
送
れ
る
よ
う
に
、
寄
り
添
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

道の駅と乳幼児連れ旅行に関するアンケート 『道の駅と乳幼児連れ旅行に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１：乳幼児のお子さんを連れて道の駅に立ち寄ったことはありますか？
　①立ち寄ったことがある
　②立ち寄ったことはない

Ｑ２：道の駅は乳幼児を連れて行くのに、行きやすい施設だと思いますか？
　①連れて行きやすい
　②連れて行きにくい
　③どちらともいえない

Ｑ３：連れて行きやすい理由、連れて行きにくい理由をお聞かせください？
　①連れて行きやすい理由
　（ ）
　②連れて行きにくい理由
　（ ）

Ｑ４：道の駅で、乳幼児連れにおススメの道の駅はありましたか？
　おススメの道の駅の駅名をお答えください。
　（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）

Ｑ５：乳幼児のお子さんを連れていく上で、道の駅に要望したいことがありますか？
　具体的にお書きください？
　（ ）

Ｑ６：この新聞はどこの道の駅で入手しましたか？
　Ａ都道府県名（ ）　
　Ｂ道の駅名（ ）

Ｑ７：新聞を入手した道の駅の印象を教えて下さい？
（ ）

Ｑ１：　①　　②

Ｑ２：　①　　②　　③

Ｑ３：

　①連れて行きやすい理由

　（ ）

　②連れて行きにくい理由

　（ ）

Ｑ４：　（　　　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　　　）

Ｑ５：　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ６：　Ａ都道府県名（ ）

　　　　Ｂ道の駅名（ ）

Ｑ７：　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お　名　前：　

郵便番号〒：

ご　住　所：

お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

性　　　別：　　男　　　女

年　　　齢：　　歳

ご　職　業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

（ ）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

地
方
に
多
く
、
近

年
は
地
方
創
生
を

は
じ
め
、
そ
の
果

た
す
役
割
が
多
様

に
広
が
り
、
医
療

的
な
支
援
ま
で
期

待
さ
れ
て
い
る
、

と
聞
い
て
い
ま

す
。　道

の
駅
で
「
が

南信州とよおかマルシェ
菅沼康臣代表取締役社長

　コンセプトは南信州の台所。「四季彩

長野県豊丘村神稲 12410
村道竜東一貫道路　TEL.0265-48-8061

市場」は採れたて新鮮野菜や名産の果物を揃えた
直売所です。レストラン「kitchen そらら」は地元
素材の良さを引き出した味に出合える。アルプス
を望む展望デッキや広い屋根付広場など南信州の
良さを体感できる休憩スポットも併設しています。

みかわ
清野廣一駅長

　天然記念物に指定され、樹齢 1400 年

新潟県阿賀町岩谷 2865
国道 49 号　TEL.0254 − 99-3779

とされ日本一を誇る名杉「将軍杉」の麓にあり、
国宝薬師堂も近くです。地元産大豆でつくる「み
かわとうふ」など農産物加工場・直売所が発展し、
道の駅になりました。将軍ラーメンのほか、おか
らと豆乳のドーナツ（土、日、休日）も人気です。

しらとりの郷・羽曳野
風呂谷康世駅長

　オープン時間前から行列ができるほ

大阪府羽曳野市埴生野 975-3
府道 32 号　TEL.072-957-6900

どの人気で、地域の方にも愛される道の駅。食べ
て・遊んで・おみやげを買ってと幅広い層の方々
に一日楽しんでいただけます。春は桜、夏はあじ
さいが咲き誇ります。今夏からライトアップを増
設、来春には大型遊具リニューアルも完了します。

2018 年（平成30 年）12 月第54号

！

　わ
が
国
は
「
み
ち
の
文
化
」
と

い
わ
れ
ま
す
。「
み
ち
」
を
通
じ

モ
ノ
が
運
ば
れ
、「
み
ち
」
が
交

差
す
る
巷
（
ち
ま
た
）
に
市
（
い

ち
）
が
出
来
、モ
ノ
が
交
換
さ
れ
、

そ
の
市
に
人
が
集
ま
り
定
住
し
、

集
落
を
形
成
し
て
「
ま
ち
」
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
人
が
触
れ

合
い
交
流
し
、
情
報
や
意
見
が
交

換
さ
れ
て
文
化
が
交
わ
り
、
夫
々

の
「
ま
ち
」
が
発
展
す
る
と
と
も

に
人
や
モ
ノ
が
行
き
交
う「
み
ち
」

を
軸
に
「
向
う
三
軒
両
隣
」
と
い

う
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
き
た

「
み
ち
ゆ
き
」
で
す
。

　高
度
経
済
成
長
期
の
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
「
自
動
車
社

会
」
と
な
り
、
経
済
効
率
、
速
く

行
き
来
す
る
「
み
ち
」
の
機
能
が

過
度
に
優
先
さ
れ
「
み
ち
ゆ
き
」

が
薄
れ
、
地
域
社
会
が
分
断
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
き
な
変
化
の

時
代
、「
み
ち
の
文
化
」
に
相
応

し
い
地
域
社
会
の
再
生
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　「道
の
駅
」
は
、
自
動
車
利
用

者
が
休
憩
に
立
ち
寄
り
「
ま
ち
」

と
の
接
点
が
出
来
、「
ま
ち
」
の

情
報
を
得
、「
ま
ち
」
と
交
流
し
、

自
動
車
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と

共
に
「
ま
ち
」
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
更
に「
防
災
の
拠
点
」や「
地

方
創
生
の
拠
点
」
に
高
め
る
取
り

組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「日
本
風
景
街
道
」
は
、
こ
う

し
た
「
道
の
駅
」
が
有
す
る
多
様

な
機
能
を
「
み
ち
」
沿
線
に
適
度

に
付
加
、
点
か
ら
線
へ
展
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
沿
線
の
諸
活
動
を

活
性
化
し
、
地
域
社
会
の
再
生
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
。
福

澤
諭
吉
は
「
文
明
論
の
概
略
」
の

中
で
、
物
事
の
軽
重
、
長
短
、
善

悪
、
是
非
を
間
違
え
な
い
で
判

断
で
き
る
「
公
智
（
こ
う
ち
）」

に
至
る
た
め
、
社
会
で
な
く
「
交

際
」、「
仲
間
」
の
意
で
あ
る
Ｓ

Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
の
重
要
性
を
説

い
て
い
ま
す
。「
日
本
風
景
街
道
」

の
活
動
を
通
じ
「
交
際
」、「
交

流
」
を
促
進
し
、多
く
の
「
仲
間
」

が
集
い
、
地
域
社
会
の
再
生
へ
力

強
く
歩
め
る
「
み
ち
ゆ
き
」
を

望
み
た
い
。

39

地
域
社
会
の
再
生
へ
、
点
か
ら
線
の
展
開
を

　人
懐
っ
こ
い
笑
顔
を
絶
や
さ
ぬ

優
し
い
人
柄
で
、
い
つ
も
生
き
る

こ
と
と
は
、
平
和
と
は
、
な
ど
人

間
の
根
源
を
考
え
て
い
る
哲
学
者

タ
イ
プ
の
方
だ
っ
た
。
本
紙
最
後

の
原
稿
は
「
大だ

い

嘗
じ
ょ
う

祭さ
い

の
意
味
」。

勤
労
感
謝
の
日
は
本
来
「
新に

い

嘗な
め

　「農
業
と
国
土
」
を
長
ら
く
執
筆
い
た
だ
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多

様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
原
耕
造
理
事
長
が
８
月
４
日
、
自
宅

で
心
臓
の
急
性
大
動
脈
解
離
の
た
め
68
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
号
が
本
紙
最
後
の
原
稿
に
な
り
ま
し
た
。
氏
の
心
に
思
い
を

は
せ
、
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。�

（
ル
ー
ト
プ
レ
ス
編
集
部
）

の
食
糧
確
保
と
と
も
に
、
半
島
か

ら
の
難
民
の
食
糧
確
保
が
大
問

題
。
ド
イ
ツ
は
難
民
を
80
万
人
受

け
入
れ
て
い
る
が
日
本
で
は
何
人

に
な
る
か
不
明
。
災
害
対
策
同
様

に
想
定
し
な
け
れ
ば
対
策
は
立
た

ず
、
経
済
封
鎖
を
忘
れ
て
な
ら
な

い
と
い
う
。
石
油
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
け
で
な
く
、
島
国
で
は
食

糧
が
一
番
切
実
と
訴
え
て
い
た
。

　日
本
は
ス
イ
ス
の
よ
う
な
農
地

の
有
事
対
応
の
議
論
は
な
い
。
40

万
㌶
の
耕
作
放
棄
地
の
議
論
も
地

域
環
境
保
全
を
前
提
と
し
た
農
業

の
あ
り
方
に
も
、
国
民
的
議
論
が

無
い
と
憂
え
て
い
た
。

　ス
イ
ス
は
１
９
８
０
年
代
か
ら

農
家
へ
直
接
支
払
い
政
策
を
展

開
。
国
民
の
命
を
守
る
基
本
と
し

て
、
飢
え
な
い
た
め
に
農
地
を
保

全
す
る
農
家
に
「
国
防
費
」
と
し

て
支
払
っ
て
い
る
。
直
接
支
払
い

は
農
業
保
護
政
策
の
一
環
で
、
92

年
の
ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン

ド
以
降
、
世
界
の
国
々
が
実
施
し

て
い
る
。

　関
税
を
下
げ
れ
ば
ど
の
国
の
農

家
も
苦
し
い
。同
ラ
ウ
ン
ド
は「
環

境
に
優
し
い
農
業
を
す
れ
ば
税
金

で
農
家
に
所
得
補
償
（
直
接
支
払

い
）
し
て
も
貿
易
自
由
化
違
反
で

は
な
い
」
と
し
、
農
産
物
の
市
場

開
放
の
一
方
「
緑
の
政
策
」
へ
の

転
換
を
促
し
た
。
各
国
は
こ
の
転

換
を
機
に「
農
業
と
環
境
」を
セ
ッ

ト
に
し
た
政
策
に
切
り
替
え
、
農

家
を
直
接
支
援
し
た
。

　氏
の
本
紙
登
場
は
２
０
０
８
年

10
月
の
第
20
号
『「
環
境
」
目
線

で
農
業
を
語
ろ
う
』
で
あ
る
。
こ

の
中
で
同
ラ
ウ
ン
ド
の
意
義
を

熱
っ
ぽ
く
説
い
た
。Ｅ
Ｕ
は
92
年
、

農
業
へ
の
環
境
直
接
支
払
い
を
開

始
し
た
が
、
日
本
で
は
環
境
直
接

支
払
い
は
農
家
へ
の
バ
ラ
マ
キ
と

さ
れ
、
世
界
の
農
業
政
策
か
ら
遅

れ
た
、
と
指
摘
し
た
。

　氏
は
「
実
践
」
の
人
だ
っ
た
。

自
身
が
住
む
地
域
で
10
年
以
上
、

災
害
を
想
定
し
て
炊
き
出
し
食
事

会
を
隔
月
で
実
施
。
家
庭
の
防
災

保
存
食
に
玄
米
の
在
庫
備
蓄
を
勧

め
、
生
ご
み
を
回
収
し
て
発
酵
さ

せ
農
地
に
入
れ
て
野
菜
を
作
り
、

防
災
備
蓄
と
ご
み
処
理
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
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    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　優
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
し
続
け
る
こ
と
が
、
道
の

駅
に
リ
ピ
ー
タ
ー
を
集
め
、
地

域
の
活
性
化
や
収
益
増
に
つ
な

が
る
。
優
れ
た
商
品
開
発
は
客

に
一
番
近
い
現
場
で
ア
イ
デ
ア

を
発
想
し
、
生
産
者
、
加
工
場
、

店
舗
、
顧
客
な
ど
を
具
体
的
に

想
定
し
て
計
画
を
作
り
、
組
織

を
挙
げ
て
事
業
に
本
格
的
に
取

り
組
む
。

　多
く
の
道
の
駅
は
首
長
や
経

営
者
ら
リ
ー
ダ
ー
が
こ
れ
ら
を

一
人
で
主
導
し
成
し
遂
げ
て
き

た
が
、
リ
ー
ダ
ー
へ
の
過
度
の

依
存
は
継
続
的
な
発
展
に
は
経

営
リ
ス
ク
と
な
る
。
世
代
交
代

や
事
業
拡
大
を
き
っ
か
け
に
リ

ー
ダ
ー
と
現
場
の
距
離
感
が
増

大
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
更
な

る
発
展
を
望
め
ば
、
大
規
模
に

な
っ
て
も
組
織
の
隅
々
ま
で
血

の
通
う
「
企
業
組
織
」
に
脱
皮

す
る
必
要
が
あ
る
。

　地
域
資
源
に
命
を
与
え
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
優
れ
た
企
業

組
織
に
脱
皮
す
る
に
は
①
権
限

移
譲
と
必
要
な
人
材
確
保
・
育

成
②
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

責
任
と
役
割
が
単
純
明
快
な
組

織
③
従
業
員
は
自
由
闊
達
で
個

人
の
ア
イ
デ
ア
を
大
切
に
し
、

個
人
も
自
分
の
ア
イ
デ
ア
に
責

任
を
持
つ
風
土
を
目
指
す
④
経

営
者
に
権
限
委
譲
さ
れ
る
部
門

長
の
役
割
は
重
要
。
一
人
の
起

業
家
と
し
て
冒
頭
の
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
る
⑤
こ
う
し
た
組

織
運
営
を
実
現
す
る
の
が
経
営

者
の
新
た
な
役
割
と
な
る
。

　６
月
に
食
品
衛
生
法
が
改
正

さ
れ
、
２
年
後
に
は
原
則
と
し

て
全
て
の
食
品
等
事
業
者
が
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
に
基

づ
く
か
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

衛
生
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。
ハ

サ
ッ
プ
は
宇
宙
食
の
安
全
性
確

保
の
た
め
の
リ
ス
ク
分
析
や
記

録
な
ど
の
徹
底
に
よ
る
厳
し
い

衛
生
管
理
手
法
で
、
現
場
任
せ

で
は
な
く
企
業
組
織
と
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　製
造
現
場
の
見
え
る
化
で
、

商
品
ア
イ
デ
ア
が
得
ら
れ
や
す

く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
義
務

化
は
、
食
品
の
販
売
や
提
供
を

行
う
道
の
駅
に
と
っ
て
大
き
な

外
部
環
境
の
変
化
だ
。
こ
れ
を

リ
ス
ク
で
は
な
く
天
の
恵
み
と

受
け
止
め
、
新
た
な
価
値
創
造

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
優
れ
た

組
織
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　
牧
哲
史
）

企
業
組
織
へ
の
脱
皮

工場入り口のエアシャ
ワー。現場レベルの衛
生管理は既に徹底

農業と国土 追
悼 

原
耕
造
氏

10

親
子
一
緒
に
真
剣
な
田
ん
ぼ
の
生

き
も
の
調
査（
２
０
０
９
年
6
月
、

神
奈
川
県
西
湘
で

原
耕
造
氏

祭さ
い

」
で
、
一
年
の
米
の
収
穫
を
祝

い
感
謝
す
る
神
事
。皇
室
行
事（
宮

中
祭
祀
）
で
大
嘗
祭
は
新
天
皇
が

即
位
し
た
年
の
新
嘗
祭
だ
。
大
嘗

祭
を
来
年
に
控
え
、
改
め
て
農
業

を
見
つ
め
直
し
た
原
稿
だ
っ
た
。

　戦
後
の
食
糧
難
を
経
験
し
た
世

代
の
氏
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下

は
国
の
根
幹
に
関
わ
る
と
嘆
き
、

農
業
の
衰
退
を
憂
え
て
警
鐘
を
鳴

ら
し
続
け
た
。
豊と

よ
あ
し
は
ら
の
み
ず
ほ
の
く
に

葦
原
瑞
穂
の
国

と
美
称
さ
れ
る
国
土
に
生
ま
れ
瑞

穂
に
育
ま
れ
た
国
民
と
し
て
、
歴

史
的
意
義
を
持
つ
天
皇
の
儀
式
に

際
し
「
日
本
人
の
心
と
は
何
か
」

を
考
え
る
好
機
だ
と
指
摘
。
減
反

政
策
も
廃
止
さ
れ
ア
メ
リ
カ
が
離

脱
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
日
本
主
導
で
動

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
後
編

き
始
め
た
今
、
大
嘗
祭
の
意
味
を

考
え
農
業
政
策
再
考
の
機
会
に
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
。

　農
業
は
国
の
安
全
保
障
の
根
幹

だ
と
し
て
食
糧
問
題
を
論
じ
続
け

た
。
立
派
な
軍
備
を
整
え
て
も
食

糧
補
給
が
途
絶
え
た
軍
隊
は
勝
て

な
い
。
先
の
大
戦
で
も
兵
士
の
死

亡
の
大
半
が
餓
死
。
海
外
が
戦
場

と
な
る
集
団
的
自
衛
戦
争
で
は
食

糧
問
題
が
勝
敗
を
左
右
す
る
と
話

し
て
い
た
。

　朝
鮮
半
島
有
事
の
際
は
自
衛
隊

北条公園
田中康博代表取締役

　国道沿いに一直線に並ぶ大型風車9

鳥取県北栄町国坂 1525-92
国道 9号　TEL.0858-36-4600

基が目印。お食事処は地元特産の高級長芋「ねば
りっこ」の和風創作とろろ料理専門店で、「ねば
りっこソフトクリーム」も好評です。産直市場の
西瓜、20世紀梨、らっきょう、アムスメロン等
地産野菜、果物が地域活性化に貢献しています。

どんぶり館
大西康司駅長

　西予市は四国西予ジオパークに認定

愛媛県西予市宇和町稲生 118
県道 29 号　TEL.0894-62-5778

されており、澄んだ空、青い海、緑の大地など標
高差1400㍍の自然豊かな地形は四季折々に豊か
な恵みをもたらしてくれます。西予市産の野菜、
果物、海産物、お土産など全てが揃っています。
海鮮丼が人気のレストランも併設しています。

たけゆらの里おおたき
北山久行駅長

　大多喜城と養老渓谷で多くの観光客

千葉県大多喜町石神 855
国道 297 号　TEL.0470-82-5566

が訪れる大多喜町は、竹の子と猪肉が特産品とし
て有名。当駅ではこれら特産品の他、地元新鮮野
菜や栗、柿、山菜、原木シイタケ等ふるさと産品
を販売し、食堂では猪ハンバーガーや猪丼等のジ
ビエ料理が大好評です。是非お立ち寄り下さい。
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
言
葉
通
じ
る
安
心

　「歴
史
と
伝
統
発
信

　道
の
駅

を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拠
点
に
」
の

記
事
で
、
海
外
の
方
が
日
本
を
好

き
に
な
り
、
そ
の
地
で
そ
の
良
さ

を
発
信
し
て
く
れ
る
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い

事
は
な
い
で
す
ね
。
私
の
住
む
と

こ
ろ
で
も
、
駅
の
観
光
案
内
所
に

外
国
の
方
が
案
内
役
と
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
海
外
か
ら
の

旅
行
者
は
言
葉
が
通
じ
る
だ
け
で

も
安
心
で
し
ょ
う
。（
大
分
市

　

主
婦
・
29
歳
）

☆
女
性
目
線
五
輪
も

　女
子
大
の
ツ
ー
リ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
で
活
動
し
て
ま
す
。
道
の
駅
は

食
や
地
域
を
知
る
最
適
な
場
で
、

地
元
情
報
の
宝
庫
で
す
ね
。
女
性

が
出
先
で
一
番
気
に
な
る
の
は
ト

イ
レ
で
す
の
で
、「
女
性
目
線
で

イ
ン
フ
ラ
整
備
」
の
記
事
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
。
女
性
ト
イ
レ
の

こ
と
は
女
性
で
な
い
と
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
、
イ
ン
フ
ラ
を
世
界
に
通
じ

る
女
性
目
線
で
整
備
し
て
く
だ
さ

い
。（
埼
玉
県
川
越
市

　大
学
生

女
性
・
21
歳
）

☆
〝
女
性
目
線
〞
応
援

　「
女
性
目
線
で
イ
ン
フ
ラ
整

備
」。
女
性
の
方
が
優
し
さ
が
あ

り
、
是
非
応
援
し
た
い
！

　我
が

家
の
母
と
子
は
大
の
ド
ラ
イ
ブ
好

き
。
必
ず
道
の
駅
で
休
け
い
し
て

い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
で
す
。（
新
潟
県
長

岡
市

　会
社
員
男
性
・
56
歳
）

☆
我
が
家
の
防
災
も

　世
界
中
で
災
害
が
多
く
、
不
安

な
日
々
で
す
が
、
道
の
駅
が
防
災

の
意
識
が
高
く
、
被
災
し
た
方
々

な
ど
に
食
糧
を
提
供
し
て
い
る
こ

と
、
す
ば
ら
し
い
と
感
心
し
て
い

ま
す
。
東
海
地
方
は
い
つ
大
震
災

や
台
風
の
大
き
な
影
響
を
受
け
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
我
が
家

も
備
え
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

(

岐
阜
県
山
県
市

　管
理
栄
養
士

女
性
・
43
歳)

☆
仏
教
科
書
面
白
い

　特
に
今
年
は
台
風
が
多
く
、
猛

暑
も
続
い
た
の
で
、「
台
風
と
積

雪
の
脅
威
」
の
記
事
に
す
ぐ
目
が

行
き
ま
し
た
。
い
つ
も
と
逆
コ
ー

ス
だ
っ
た
台
風
、
来
年
あ
た
り
話

題
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
学
校
教
科

書
に
日
本
の
こ
と
が
ど
う
表
現
さ

れ
て
い
る
か
の
記
事
も
、
面
白
い

テ
ー
マ
で
し
た
。
普
通
の
図
書
で

は
な
か
な
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
。（
熊
本
市

　公
務
員

男
性
・
57
歳
）

☆
食
、
運
動
、
心
持
ち

　連
載
「
道
の
駅
文
庫
」
で
取
り

上
げ
て
い
た
『
人
生
１
０
０
年
の

習
慣
』
で
、「
慢
性
炎
症
」
を
防

ぐ
鍵
は
食
と
運
動
、
そ
し
て
心
の

持
ち
よ
う
が
大
切
な
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
私
も
長
寿
食
と
ご
指
摘

く
だ
さ
っ
た
「
１
９
７
５
年
の
日

本
食
」
と
運
動
を
取
り
入
れ
、
生

き
が
い
を
見
つ
け
な
が
ら
日
々
暮

ら
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。（
新
潟
市

　公
務
員
女
性
・

39
歳
）

☆
若
い
頃
の
生
活
反
省

　健
康
で
長
生
き
し
た
い
人
が
殆

ど
で
し
ょ
う
が
、
若
い
頃
の
生
活

を
反
省
す
る
人
も
又
多
い
と
思
い

ま
す
。
自
身
が
食
の
こ
と
を
し
っ

か
り
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
か
な
り
後
の
こ
と
で
す
。
大

学
ま
で
の
詰
込
み
勉
強
は
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
と
、
考
え
て
し
ま

う
時
が
あ
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
、
子
ど
も
達
に
は
農
業
の
重
要

性
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。
生
ま
れ
変
わ
る
と
し
た
ら
私

自
身
農
業
の
道
も
有
り
で
す
。（
熊

本
県
八
代
市

　マ
ン
シ
ョ
ン
経
営

女
性
・
68
歳
）

☆
写
真
撮
っ
て
廻
る

　古
い
家
や
駅
、
橋
の
写
真
を

撮
っ
て
、い
ろ
い
ろ
廻
っ
て
ま
す
。

道
の
駅
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、

ま
た
買
い
物
し
て
、
休
ん
で
、
た

く
さ
ん
写
真
を
撮
り
た
い
で
す
。

（
岐
阜
市

　会
社
員
男
性
・
54
歳
）

☆
道
の
駅
25
周
年
♡

　道
の
駅
25
周
年
。
自
分
が
免
許

取
得
後
に
道
の
駅
と
い
う
制
度
が

出
来
た
と
知
り
ま
し
た
。
ド
ラ
イ

ブ
や
旅
行
が
好
き
で
、
ト
イ
レ
休

憩
、
買
い
物
、
情
報
収
集
と
、
道

の
駅
に
は
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な

し
で
す
！

　時
間
が
許
す
限
り
、

道
の
駅
で
の
ん
び
り
し
た
時
を
過

ご
し
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を
食
べ
て

楽
し
ん
で
ま
す
♡(

兵
庫
県
姫
路

市

　会
社
員
女
性
・
45
歳)

☆
〝
駅
セ
レ
〞
参
考
に

　道
の
駅
め
ぐ
り
が
好
き
な
の

で
、
全
国
の
道
の
駅
を
紹
介
す
る

『
駅
長
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
は
参
考

に
な
り
ま
す
。
先
日
、
南
信
州
Ｊ

Ｒ
市
田
駅
か
ら
徒
歩
15
分
の
と
こ

ろ
に
今
年
で
き
た
道
の
駅
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。り
ん
ご
や
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
里
い
も
と
、
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
い
っ
ぱ
い
の
産
直
野
菜
や
果
物

を
購
入
し
て
き
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
手
作
り
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
も
美

味
し
か
っ
た
。（
名
古
屋
市

　主

婦
・
38
歳
）

☆
道
の
駅
へ
の
礼
状

　読
者
の
声
の
ペ
ー
ジ
に
、
西
日

本
豪
雨
災
害
の
際
、
道
の
駅
に
避

難
し
車
中
泊
し
た
読
者
か
ら
の
お

礼
状
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
を
読

み
ま
し
た
。
と
て
も
心
う
た
れ
ま

し
た
。
道
の
駅
の
す
ば
ら
し
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
人
と

の
ふ
れ
あ
い
、
大
切
に
し
た
い
で

す
ね
。（
鹿
児
島
県
出
水
市

　会

社
員
男
性
・
25
歳
）

☆
20
年
間
お
世
話
に

　長
い
ア
メ
リ
カ
生
活
か
ら
帰
国

し
た
こ
ろ
地
元
に
道
の
駅
が
オ
ー

プ
ン
し
、
以
来
20
年
間
、
3
日
に

1
回
は
訪
れ
ま
す
。
駅
長
さ
ん
は

じ
め
皆
さ
ん
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
、
一
日
中
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
食
事
や
お
風
呂
を
楽
し
み
、
夏

は
5
時
半
こ
ろ
か
ら
お
世
話
に
な

り
屋
外
で
書
き
物
を
し
ま
す
。
農

薬
を
控
え
た
と
い
う
野
菜
は
安
心

で
す
か
ら
、
よ
そ
で
は
買
い
ま
せ

ん
。（
大
分
県
佐
伯
市

　無
職
女

性
・
77
歳
）

☆
免
許
返
上
Ｎ
Ｏ
！

　南
阿
蘇
村
の
道
の
駅
で
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
初
め
て
「
道
21
世
紀

新
聞
」
を
手
に
し
た
。
台
風
、
積

雪
な
ど
自
然
災
害
の
解
説
に
つ
い

で
、
西
日
本
豪
雨
で
果
た
し
た
道

の
駅
の
献
身
的
サ
ー
ビ
ス
を
取
り

上
げ
た
編
集
に
感
動
し
た
。
54
号

以
後
も
読
み
た
い
か
ら
、
当
面
、

免
許
返
上
セ
ン
ゾ
ー
！
（
熊
本
市

　無
職
男
性
・
82
歳
）

し
ぐ
れ
雨

　間
な
く
し
降
れ
ば

　三
笠
山

　木コ
ヌ
レ末
あ
ま
ね
く

　色

づ
き
に
け
り
（
巻
八
・
一
五
五
三
番
）

　
　時し

ぐ
れ雨
が
し
き
り
に
降
り
続
く
の
で
、
三
笠
山
は
す
っ
か
り

　
　紅も

み
じ葉
山
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　大
伴
宿す

く

禰ね

稲い
な

公き
み

作
。
三
笠
山
に
降
り
続
く
時
雨
で
、
全
山
紅
葉

法
を
駆
使
し
て
感
動
を
強
調
す
る
。

　万
葉
歌
人
は
、「
モ
ミ
ジ
化
」と「
散

る
」
の
は
、
露
・
霜
・
時
雨
な
ど
の

仕
業
と
考
え
て
い
た
。

　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

黄モ
ミ
チ
バ葉
を

　散
ら
す
時
雨
に

　濡ヌ

れ
て

来
て

　君
が
黄モ

ミ
チ葉
を

　か
ざ
し
つ
る

か
も
（
巻
八
・
一
五
八
三
番
）

　
　黄
葉
を
散
ら
す
時
雨
に
、
私
は
濡
れ
て
や
っ
て
来
た
よ
。

　

　
　尋
ね
た
宿
の
君
が
、
庭
の
黄
葉
を
私
の
髪
に
「
挿か

ざ
し頭
」
て
く

　
　れ
た
こ
と
よ
な
ァ
。

　作
者
は
久
米
女
王
。
こ
の
歌
は
、
宿
の
君
へ
感
謝
す
る
挨
拶
の

歌
と
す
る
の
が
通
説
の
よ
う
だ
。

　上
下
句
を
ど
う
関
わ
ら
せ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　上
句
の
「
濡
れ
て
来
た
」
で
、「
時
雨
を
体
感
し
た
」
こ
と

を
表
明
す
る
。
下
句
は
、「
か
ざ
し
つ
る
か
も
」
で
あ
る
。
当
時
、

草
木
や
花
々
を
髪
や
冠

か
ん
む
りに
挿
す
こ
と
は
、
草
木
に
宿
る
精
霊
や

霊
力
を
そ
の
身
に
付
着
・
導
入
・
享
受
す
る
信
仰
習
俗
が
あ
っ

た
。　こ

の
歌
で
は
、「
黄
葉
」
よ
り
鮮
明
で
美
し
い
「
紅
葉
」
を
希

求
す
る
。
上
句「
時
雨
体
感
」。
下
句
で
ま
ず「
黄
葉
」に
同
化
し
、

次
に｢

紅
葉｣

へ
と
昇
華
す
る
一
体
感
を
「
か
ざ
し
つ
る
か
も
」

に
結
実
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
久
米
女
王
の
鋭
敏
な
感
覚
で
の
感
動

の
世
界
で
は
な
い
か
？
如ど

う何
で
あ
ろ
う
か
!!

 

（
万
葉
研
究
家
）

　久
米
女
王
の
歌
境
や
如
何
に
…

し
た
。
そ
の
変
貌
ぶ
り
に
感
動
す
る
歌
。

　
　
　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

秋
の
露
は

　移
し
な
り
け
り

　水ミ
ヅ

鳥ト
リ

の

　青
葉
の
山
の

　色
づ
く

見
れ
ば
（
巻
八
・
一
五
四
三
番
）

　
　秋
の
露
は
、「
染
め
紙
」
だ
っ
た
の
だ
な
ァ
。（
水
鳥
の
）
青
葉

　
　の
山
が
、
赤
や
紅
や
黄
色
に
染
ま
る
の
を
目
前
に
す
る
と
!!

　三
原
玉
作
。
秋
の
露
が「
写
し
絵
だ
」と
比
喩
し
、「
な
り
」断
定
。

「
け
り
」詠
嘆
と
一
気
の
吐
露
だ
。
水
鳥（
鴨
の
青
羽
）で
、「
青
葉
」

の
序じ

ょ

詞こ
と
ば
。そ
の
青
葉
の
山
を「
写
し
絵
」の
様
に
、「
移
し
変
わ
る
色
」

を
目
の
前
で
見
た
驚
嘆
の
詠
歌
で
あ
る
。
作さ

く

法ほ
う

と
し
て
は
、
倒
置

　今年の年末も
「赤い羽根共同
募金運動」が展
開中です（来年
3 月まで）。東京
都内では昨年、
町内会などによ
る 戸 別 募 金 や
街頭募金、イン
ターネット募金
で約 12 億円の
寄付金が社会福

祉施設など約 1500 カ所に配分されました。
　募金の問い合わせ　東京都共同募金会（☎
03-5292-3182。ホームページは「東京の赤
い羽根」で検索）

赤い羽根共同募金にご協力を

銀の馬車道・神河
藤井永司支配人

　「ハート型の町」神河町に昨年11月

兵庫県神河町吉冨 88-10
国道 312 号　TEL.0790-32-2837

開場しました。小さなほっこりした雰囲気の駅で
す。日本遺産認定の鉱石の道をたどり、ご休憩に
お寄りください。銀の馬車道関連のお土産やお食
事も提供しており、特産の柚子ソフトクリームが
おすすめで、巻き寿司もお土産に喜ばれますよ。

いとだ
佐藤大樹主任

　福岡県北東部の交通の要衝地にあ

福岡県糸田町鼡ケ池 162-4
国道 201 号　TEL.0947-26-2115

り、毎日新鮮な農産物、海産物、農産加工品等
が集まる直売所と、食事をとれるフードコート
を兼ね備える道の駅です。糸田町の「いと良き田、
いと良き水の田んぼ」で育ったお米、元気つくし、
夢つくしの美味しいお米も精米いたします。

清水の里・鳥海郷
佐藤多聞駅長

　霊峰鳥海山の麓にあり、緑豊かな大

秋田県由利本荘市鳥海町上笹子堺台 100
国道 108 号　TEL.0184-59-2022

自然から湧き出る清水など恵みに満ちた駅で、鳥
海山観光や日本の滝百選「法体の滝」への拠点で
す。春の天然山菜、秋のきのこは格別で、レスト
ランは地元産そば粉「百宅そば」、あきたこまち
の米粉使用「鳥海こまちめん」がメインです。
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　７
月
の
西
日
本
豪
雨
に
続
き
９
月
に
は
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
が
発
生
し
、
液
状
化
、
大
規
模
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
広
域
的
に
大
き
な
災
害
発
生

に
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　今
回
の
災
害
時
で
も
、
道

の
駅
は
避
難
場
所
に
な
っ
た

り
自
衛
隊
の
拠
点
に
な
る
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
災
害

支
援
に
大
き
く
貢
献
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
今
回
、「
道
の
駅
」
の
災
害

対
応
と
し
て
、
情
報
提
供
ボ
ー
ド
に
よ
る
外
国
人
の

方
々
へ
の
避
難
支
援
対
応
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
情
報
提
供
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
、

と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
地
域
防
災
拠
点
と

な
る
道
の
駅
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、

外
国
の
方
々
に
対
し
て
も
し
っ
か
り
避
難
支
援
を
行

え
る
よ
う
、
災
害
時
に
十
分
な
情
報
提
供
を
行
う
た

め
の
「
多
言
語
対
応
の
指
先
シ
ー
ト
」
を
整
備
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
、
全
国
各
地
の
道
の
駅
で

ご
活
用
い
た
だ
き
、
利
用
状
況
な
ど
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
そ
う
し
た
声
を
反
映
し
て
よ
り
よ
い
も
の

に
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　道
の
駅
は
今
年
が
制
度
創
設
25
周
年
。
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
は
９
月
末
、
新
潟
県
三
条
市
で
開
い

た
第
７
回
総
会
で
「
三
条
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

宣
言
で
も
地
震
や
豪
雨
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
の
多

発
に
触
れ
『
道
の
駅
が
地
域
や
道
の
駅
相
互
で
連
携

し
、
地
域
の
「
安
全
・
安
心
」
に
寄
与
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
…
…
』
と
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
災
害
時
に
役
立
つ
道
の
駅
を
目
指
し
、
道

の
駅
に
必
要
な
資
材
や
体
制
な
ど
、
幅
広
い
視
点
か

ら
皆
さ
ま
の
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

�

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
長

　杉
﨑
光
義

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感
想
・

意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０
２
―
０

０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１�

朝
日
三

番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
へ
。
平
成

31
年
2
月
28
日
（
木
）
必
着
。
発
送
を
発
表
に
か
え
、

個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご

案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提供：（株）セントワークス
� http://www.stworks.jp�

提供：（株）ケービーエフ
� http://www.kbf.co.jp/

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役）http://zeropage.jp

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
人
と
道
パ
ズ
ル

★ヨコの鍵 ★
タ
テ
の
鍵

１

　〇
〇
ミ
ル
ク
、
赤
ち
ゃ
ん
用
だ
け
で
な
く
大
人
用
も
あ
る

２

　ト
ー
ク

３

　足
に
履
く

４

　ア
ッ
プ
の
反
対

５

　風
呂
場
で
流
し
て
ほ
し
い
か
も

６

　辞
書
で
言
葉
の
○
○
を
調
べ
る

８

　リ
コ
ピ
ン
を
多
く
含
む

10

　〇
〇
〇
に
腕
押
し

12

　サ
ッ
カ
ー
が
イ
レ
ブ
ン
な
ら
野
球
は
？

13

　満
員
御
礼
…
席
は
な
い
け
れ
ど
、
コ
レ
で
も
観
た
い
!?

14

　ま
な
板
の
上
の
○
○

15

　カ
バ
の
汗
の
色
と
い
え
ば
？

17

　暇
な
し

18

　〇
〇
一
髪

19

　ス
マ
イ
ル

20

　カ
ラ
ッ
ト
、
リ
ッ
ト
ル
、
グ
ラ
ム
な
ど

22

　ド
キ
ド
キ
…
胸
の
○
○
○
が
聞
こ
え
て
く
る

23

　安
い
よ
、
そ
れ
！

24

　右
脳
と
は
逆

25

　バ
ス
ケ
ッ
ト
と
も

27

　マ
ッ
チ
一
本
、
火
事
の
○
○

28

　タ
ワ
ー

１　大晦日は〇〇〇〇歌合戦を家族で
　　鑑賞
４　ジェントルマン
７　粘りたっぷり、水戸名物といえば？
９　海の近くで耳を澄ませればコレの
　　音が聞こえてくる
10　贈り物にかける
11　センター
13　焼き鳥の味はコレか塩で選択
14　王×２＋今＝？
16　分譲ではない住まいのスタイル
18　タバコはダメよ
20　〇〇に打たれて武者修行
21　絵はこの中に入れて飾る
22　⇔前半
24　物干しに使う棒といえば？
25　コーナー
26　アウトレットやデパートなどで
29　サクラサク
30　ラジオ番組にネタを〇〇〇〇する

　１
３
０
０
万
人
。
団
塊
の
世
代
全
て
が 

75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５ 

年
に
、
認
知
症
に
な
る
人
の
推
計
数
だ
。
高
齢
者
の
実
に
３
人
に
一
人
。

「
認
知
症
社
会
」
の
到
来
、
と
も
言
わ
れ
る
。

　「高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
誰
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
お
か
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
医
学
で
は
認
知
症
の
完
全
な
予
防
法
、
認
知
症

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
完
全
な
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
で
も

認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
予
防
法
・
治
療
法
が
な
い
現
在
、
認

知
症
を
恐
れ
て
い
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
が
す
べ
き

こ
と
、現
在
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、認
知
症
に
な
っ

て
も
そ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　精
神
科
医
で
長
く
認
知
症
の
治
療
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者
は
言
う
。

わ
が
国
で
は
認
知
症
は
ほ
と
ん
ど
が
家
族
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た

が
、
家
族
が
小
さ
く
な
り
負
担
に
耐
え
切
れ
ず
介
護
施
設
や
精
神
病
院

に
世
話
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。「
認
知
症
社
会
」
に
な
れ
ば

到
底
そ
う
し
た
施
設
に
入
り
き
れ
ず
、
施
設
や
病
院
で
も
ケ
ア
す
る
人

や
医
療
関
係
者
の
不
足
で
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
恐
れ
が
大
だ
。

　著
者
は
認
知
症
の
診
療
に
従
事
す
る
中
で
、
本
当
に
入
院
が
必
要
な

人
は
ご
く
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
経
験
。「
４
年
間
で
７
５
０ 

人
の

精
神
症
状
が
あ
る
人
を
診
察
し
、
精
神
科
病
棟
に
入
院
が
必
要
だ
っ
た

の
は
約
30
人
の
み
。
純
粋
な
認
知
症
に
伴
う
行
動
、
精
神
症
状
は
、
入

院
を
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
」。
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
利
用
し
、
不
十
分
な
場
合
は
適
切
な
薬
物
投
与
な

ど
精
神
科
医
の
訪
問
診
療
が
効
果
を
発
揮
す
る
、
と
い
う
。

　認
知
症
の
最
大
の
問
題
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
」
だ
。
認

知
症
の
人
が
思
い
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
、
周
囲
の
人
が
認
知
症
の
人

に
適
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ら
れ
な
い
、
双
方
向
の
障
害
だ
。

　著
者
は
第
３ 

章
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
の
出
会
い
」
で
、
フ
ラ
ン
ス

で
生
ま
れ
た
認
知
症
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー 

シ
ョ
ン
技
術
に
着
目
す

る
。「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー 

ド
」は
フ
ラ
ン
ス
語
で「
人
間
ら
し
さ
」の
意
味
。

「
見
る
、
話
す
、
触
れ
る
、
立
つ
」
と
い
う
４ 

つ
の
ケ
ア
メ
ソ
ッ
ド
に

よ
り
劇
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
況
が
改
善
す
る
、
と
い
う
。
そ

の
技
法
の
根
源
に
あ
る
の
は
認
知
症
の
人
も
尊
厳
あ
る
人
間
、
と
い
う

考
え
方
。
近
い
将
来
、「
認
知
症
社
会
」
状
況
が
私
た
ち
の
身
の
回
り

に
現
れ
る
。
施
設
や
病
院
に
隔
離
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
や
社
会
で

ど
う
包
摂
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。 

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

53 号の正解は
「サンチチョクバイ」

認知症　医療の限界、
ケアの可能性
上野秀樹著

（メディカ出版）

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語をＡＢ
Ｃ順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のときは抽選）
に記念品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほか、①氏名②
郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所
⑨関心を持った記事⑩感想・意見を記入してください。送り先は〒 102-
0075�東京都千代田区三番町 7-1�朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究
会。平成 31 年 2 月 28 日（木）必着。発送を発表にかえ、個人情報は
応募作業およびＮＰＯからのご案内以外の目的には使用しません。

★
朝
日
小
学
生
新
聞
の
人
気
連
載
を

ま
と
め
た
絵
本
『
永
遠
（
と
わ
）
物

語
』
を
10
人
に
。

　子
ど
も
た
ち
の
耳
の
上
で
ヒ
ミ
ツ

に
暮
ら
す
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、
オ
オ

カ
ミ
に
似
た
大
親
友
３
人
。
ふ
し
ぎ

な
冒
険
で
、
み
ん
な
野
菜
好
き
に
。

★
世
界
が
認
め
る
肌
ざ
わ
り
の
「
今

治
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
」
を
30
人
に
。

　大
阪
大
学
と
の
共
同
研
究
で
生
ま

れ
安
全
性
が
認
め
ら
れ
た
最
新
技

術
「
空
気
触
媒
加
工
」
で
汗
や
部
屋

災
害
時
に
役
立
つ
道
の
駅
を
目
指
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん
な

の
う
た
生
ま
れ

『
つ
も
り
や
も

り
』
の
作
者
こ

ば
や
し
て
る
ひ

ろ
氏
の
新
著
。

干
し
の
臭

い
が
残
ら

ず
、
洗
濯

し
て
も
抗

菌
・
消
臭

効
果
が
継

続
。

提供：一般社団法人日本橋梁建設協会
� �http://www.jasbc.or.jp/

★
マ
ル
チ
に
遊
び
学
べ
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
カ
ー
ド
を
10
人
に
。

　橋
の
写
真
カ
ー
ド
に
ト
ラ
ン
プ
と

カ
ル
タ
の
マ
ル
チ
機
能
を
持
た
せ
た

学
ん
で
遊
べ
る
カ

ー
ド
。
子
供
か
ら

橋
マ
ニ
ア
ま
で
広

く「
鋼
橋
の
魅
力
」

を
伝
え
て
人
気
。

かよう
芝村ひとみ施設長

　吉備高原の新鮮で安全な野菜や特産

岡山県吉備中央町北 1974
国道 484 号　TEL.0866-55-6008

品を活用するレストラン、直売所、体験施設を備
えた都市と農村の交流施設。『吉備高原ブルーベ
リーどっさり100パフェ』がオススメメニューで、
お土産にはここでしか手に入らない一品『吉備高
原ブルーベリーワインEagle�Eye』が好評です。

江差
照井誉之介駅長

　目の前に日本海が広がり、海へ沈ん

北海道江差町尾山町１
国道 227 号　TEL.0139-52-1177

でいく夕日がとてもきれいです。江戸時代の「と
んち」の名人「繁次郎」は今も笑いの守り神とし
て町民に愛され、駅内の銅像が人気スポットです。
売店では町の特産「五勝手屋羊羹」をはじめ各種
名菓、繁次郎グッズも取り揃えています。

和良
池戸信夫駅長

　全天候型テニスコート、ゲートボー

岐阜県郡上市和良町宮地 1155
国道 256 号　TEL.0575-77-2353

ル施設、大型子供遊具を併設し、隣りの歴史資料
館で国特別天然記念物オオサンショウウオを展示
飼育中。絹ごし豆腐、「長寿だんご」が人気商品で、
毎年秋の「和良鮎まつり」は利き鮎大会3度グラ
ンプリに輝く「和良鮎」目当てに賑わいます。
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山陰海岸ジオパーク浜坂の郷
中井洋祐駅長

　松葉ガニ、ホタルイカなど全国でも有

兵庫県新温泉町栃谷 57
県道 47 号　TEL.0796-80-9010

数の漁獲量を誇る「浜坂漁港」、それに「湯村温
泉」「七釜温泉」を有する兵庫県の北西端、新温
泉町にある観光・情報拠点です。神戸ビーフの素
牛として名高い但馬牛の産地であることも評価が
高く、町内自慢の美味しいを取り揃えております。

熊野・花の窟
向山茜主任

　イザナミノミコトをまつる日本最古

三重県熊野市有馬町 137
熊野尾鷲道路　TEL.0597-88-1011

の神社で、世界遺産に登録されている「花の窟神
社」隣りにあります。古代米（いざなみ米）を使
用したうどん、おにぎり、みたらし団子、お餅が
食べられるほか、熊野自慢の商品を沢山取り揃え
ています。歴史深い熊野の魅力を感じて下さい。

白い森おぐに
竹内健太駅長

　深い緑に囲まれ、大変な豪雪地なの

山形県小国町小国小坂町 616-1
国道 113 号　TEL.0238-62-3719

で「白い森」と呼ばれ、冬の朝はスタッフ総出の
雪かきから始まります。スキー場が併設され五輪
銀メダリスト平野選手の練習場にもなっていま
す。春の山菜は全国でも随一の品質で、秋には豊
富なきのこやいも煮、名物の熊汁で賑わいます。


